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千葉の校舎には緑の学園という 言葉にふさわしい多くの樹木

が植えられているが，近代的な建物に調和したいくつかの美し

い庭が造られている。

これらを順次紹介してゆく 。

実習講義棟と基礎棟の間の中庭

この中庭は講義室 ・セミナ一室と学生ラウン

ジとの間で講義棟と基礎棟との中間の空間に造

られた庭である。自の踏み石と小石の平面に緑

豊かな草木を配したものである。休み時間に第

1 ，第2および第3学生ラウンジからガラス越

しに人々の眼を楽しませてくれる。

〔グラビア撮影 :松井恭平〕
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礼 節

夏頁巻

大111 士
口副会長

苦難の時代を迎えた。前途は深刻である。

輸出する物といえば綿布と絹織物だけしか無く，更に軍拡の重荷を担って苦しさに耐え

て生きてきた時代を人々は忘れかけている。

「貧すれば鈍する」という諺を心の戒めとして，健康で衣食に不自由しない事のみで満足

して生きて来た時代があった。

「衣食足りて礼節を知る」という諺は，苦難の道l乙耐えて来た人のみが理解出来る言葉で

あったかも知れない。

恵まれた経済力を得て，生活は豊になりかえって者りの心は増し礼節は忘れられた。

生活は苦しくなったとはいえ，我が固には世界で最も優れた経済力がある。言論思想の

自由がある。戦争の苦しみも無い。

更に健康の喜びを人々に与える歯科医という天職がある。

立派な歴史と秀れた先輩が残した東歯の同窓としての誇がある。

医術の研績を積み社界の人々より信頼と尊敬を受けるよう努力さえすれば生活は保障さ

れる。

富は時には貧しい心を培うが，豊かなる心は失われる乙との無い大きな財産である。
やが

苦難民耐えて膿て礼節を知る時代が来るであろうことを期待したい。



お知らせ

新年交歓会御案内

恒例の新年交歓会は昭和58年 1月1日 (土〉の午後 1時から行います。ご家族の皆様と御家庭で

ゆっくりと新春を迎えられた後，母校水道橋にご参集戴き，旧知旧友と共に新年を寿いて戴きたい

と存じます。

日時昭和58年 1月1日 (土)午後 1時

場所東京歯科大学 (水道橋校舎)中央ホール

東京歯科大学

理事長 鹿島俊雄 同窓会長 河遁清治

A守u.一 長 松宮誠 父兄会長 矢島忠夫

o TDC卒後研修セミナー '82日程
〔主題〕 加齢に対応した歯科診療の実際

とき第1回昭和58年2月26日(土)，第2回同3月12日(土)，第3回同4月16日(土)，

第4回同5月21日(土)，第5回同6月18日(土)，第6回同7月16日(土)，第7回

同9月10日(土)それぞれ午前9時30分より午後4時30分まで

ところ 経団連会館(地下鉄丸の内線 ・千代田線 ・東西線大手町駅，国電東京駅下車〉

応募期限昭和58年2月10日

O 昭和58年度東京歯科大学入学棋験

試験日 昭和58年 1月29日(土)， 30日(日)， 31日(月〉

試験場 東京歯科大学千葉校舎

願書提出期間 昭和57年12月 13 日(月)~昭和58年 1 月 20 日(木〉

試験内容 学科試験(英語，数学，理科)，適性試験

小論文試験，面接試験，健康診断

※入学試験期日ならびに学科試験科目の変更にご注意下さし、。

昭和58年度入学試験要項・東京歯科大学要覧をご入用の方は，東京歯科大学(千葉校舎)教務

課へ 1，500円(郵送の場合は350円分の切手を同封)を添えてお申し込み下さし、。

なお，水道橋校舎でも直接受けとられる方にはお頒け致します。

0 昭和58年度東京歯科大学歯科衛生士専門学校入学試験

期 日昭和58年2月24日(木)， 25日(金〉

試験場 東京歯科大学歯科衛生士専門学校(水道橋〉

合格者発表 昭和58年2月26日(土〉午後3時

入学試験要項ならびに願書一式は水道橋校舎(三崎町〉歯科衛生士専門学校教員室で600

円でお頒けしております。なお，郵送の場合は670円を現金書留あるいは郵便為替でお送り

下さし、。なお，詳細は本号5頁をご覧下さし、。

0 第 218回東京歯科大学学会例会

とき 昭和58年3月5日(土〉

ところ 東京歯科大学千葉校舎
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本部短信

1 ) 行事出張，その、他

9月2911 卒後研修特別委員会委員と大学幹部

との懇談会

10月1日 卒後研修特別委員会(将来計画検討

委員会〕

G日 卒後研修特別委員会(会計委員会)

7日 常任理事会 (臨時〉

9日 校舎痕クラブ創立50周年記念祝賀会

M漫会長列席
12日 役員打合会 (共済部担当理事〕

13日 広報部委員会(企画〉

14日 松本歯科大学創立10周年記念式典

安嶋副会長参列

16日理事会

20日 卒後研修特別委員会(会計委員会)

24日 関東地域支部連合会総会河港会長，

永井，津島理事出張

。25日 卒後研修特別委員会(全体委員会〉

29日 役員打合会(在京副会長，総務，会

計担当理事〉

30日 全国歯科大学同窓，校友会懇話会

安嶋副会長，佐々木，天野理事出張

30日 長野県支部合同総会吉川副会長tH
張

11月1日 卒後研修特別委員会(将来計画検討

委員会〉

4日 役員打合会(共済担当理事)

6日 福岡歯科大学創立10周年記念式典

伊丹副会長列席

12日 全国コeルフ大会板垣副会長出張

12日環事会

11月13日 昭和57年度評議員会，後援会総会，

第88固定時総会(午前10時，於高輪

プリンスホテル〉

13日 九州地域支部連合会総会 野上，

溝上理事出張

14日 日本大学歯学部創立者佐藤運雄先生

の生誕百年記念河港会長列席

15日 広報部委員会(編集〉

20日 近畿地域支部連合会総会河遁会長，

福本，平理事出張

26日 卒後研修特別委員会(全体委員会〉

28日 東京地域支部連合会総会伊丹副会

長，児玉理事出張

28日 栃木県支部総会安嶋副会長出張

2) 躍災会員

昭和57年9月12日午後6時頃，静岡県御前崎付

近に上陸した台風18号は， 13日東日本を縦断，こ

の度の水害による擢災会員は次のとおりでありま

す。心からお見舞を申し上げます。

牛込支部渡辺吉明(昭34.3卒)床下浸水

小石川支部高橋 一夫(昭12.3卒)向 上

福本博(昭18.9卒)向上

荒井賢一 (昭22.3卒〉向 上

河江力男(昭25.3卒〉向 上

目黒支部小野寺住吾(昭15.3卒〉床上浸水
中野支部熱田恒太郎(昭26.3卒〉床上浸水

横浜西部支部玉井達人(昭47.3卒〉床下浸水

宮忠昭(昭50.3卒)向上

昭和昨秋の叙勲並びに昭和5院昨に褒章受章の栄誉に浴された本会関係諸先生は次の ; 

とおりであります。心からお祝い申し上げます。

(昭和57年秩の叙勲)

勲五等双光旭日章 高柳

勲五等双光旭日章 重浦

勲五等双光旭日:章 高橋

勲五等瑞宝章 杉浦

勲五等瑞宝章 佐藤

勲五等瑞宝章 阿部

秀夫(埼玉県〉

靖治(東京都〉

省己(千葉県〉

貫(静岡県〉

ー(愛媛県〉

錐こえ(愛知県〉

勲五等瑞宝章 国沢重仲(高知県〉

(昭和56年年5月21日褒章〉

紺綬褒章 成田 質(東京都〕

(昭和56年10月6日褒章〉

紺綬褒 章 赤堀康輿(岡山県〉

(昭和57年7月2日褒章〉

紺綬褒章 大石孝弘 (東京都〉
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逝去会員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し

心からと冥福をお祈り申し上げます。 (敬称略 ・届出JI国)

-昭 25 卒 栗 山一雄 (58才) 癌性腹膜炎 57. 8. 21 

福島県支部 〒960-07 福島県伊達郡梁川町元陣内1一l

-大 7 卒 古 川 清雄 (89才) 老 衰 57. 8. 21 

尾張支部 干460 名古屋市中区栄5-28-5

-大 8 卒 遠藤駿三 (84才〉 心筋梗塞 57. 9. 2 

横鎌倉須支賀部 干247 鎌倉市岡本1241-4 C-711 

-大 14 卒 三 輪信男 (83才〉 老 衰 57. 9. 4 

世田谷支部 干157 世田谷区成城6-4-12

-推 薦 国 高善七 (72才) 心筋梗塞 57. 9. 7 

杉並支部 干166 杉並区阿佐ヶ谷南3-32-1

-昭 30 卒 佐久間茂夫 (52才) Jl凶 態 蕩 57. 9.10 

千葉県支部 干280 千葉市土気町犬喰谷1752-17

-昭 11 卒 春 山正雄 (69才〉 』市 癌 57. 9.12 

埼玉県支部 干367-02 埼玉県児玉郡児玉町大字児玉224

-昭 13 卒 名倉良介 (68才〉 心筋梗塞 57. 8. 25 

兵庫県支部 干670 姫路市東辻井3一7-7

-推 薦 森野武夫 (87才〉 ，心 不 全 57. 9. 3 

麹町支部 干102 千代田区九段南1-2-17

-昭 9 卒 鈴木味幌 (70才〉 ，心 不 全 55. 8. 29 

横鎌倉須支賀部 干239 横須賀市粟回2-37-3

-推 薦 丹野 豊 (83才〉 月尚 出 血 57. 9. 29 

栃木県支部 干323 小山市宮本町3-8-29

-昭 33 卒 中 島一臣 (49才〉 ，じ 不 全 57. 9. 29 

千葉県支部 〒285 佐倉市中志津5-13-18

-推 薦 出井正七 (86才〕 老 衰 57. 9.29 

群馬県支部 干376 桐生市永楽町7-36

-昭 10 卒 藤井立吾 (71才〉 脳軟化症 57. 9. 29 

広島県支部 干720 福山市桜馬場町1-30
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昭和58年度東京歯科大学歯科衛生士専門学校入学試験案内

1. 修業年限 2年

2. 募集人員 40名

3. 出願期日 (昭和58年1月10日(月)から昭和

58年2月17日(木〕まで〉

窓口に直接差し出す場合は， 日曜，祝祭日お

よび2月12日(本学創立記念日〉を除き，午前

9時から午後3時まで，土曜日は 12時まで。

(郵送は締切当日消印のものまでを有効とする)

4. 出願場所

東京都千代田区三崎町2丁目 9番目号

東京歯科大学歯科衛生士専門学校事務室

T E L 03 (262) 3421 (内線)288 

5. 出願手続

(1) 提出書類

1. 入学願書(本要項に綴り込みのもの〉

2. 健康診断証明書(本要項に綴り込みのも

の〉

3. 写真2枚(脱帽3分身，裏面 に姓名記

入，撮影後6カ月以内のもの， 1枚は9cm

x5.5cmに切って同封，もう 1枚は4cmx

3.5cmにして願書に糊づけすること〉

4. 出身高等学校長の調査書

(2) 提出方法

1. 窓口の場合

上記の書類に入学検定料20，000円を添え

て出願場所の窓口に提出する。

2. 郵送の場合

① 入学検定料を「郵便為替」にする場合

は，本要項顔り込みの封筒にて，上記の

書類と共に書留便で送付のこと。又，検

定料を「現金書留」にする場合は，上記

の書類と別送にすること。

② 受験票送付のための返信用封筒を同封

すること。宛名記入，切手貼付 (書留速

達料〉のこと。

8. 棺

(1) 学

① 

験

科

国語:現代国語

② 数学:数学 I

5 

③ 英語:英語B

(2) 課題作文

(3) 面接

(4) 健康診断

7. 試験日の期日と場所

2月24日は午前9時30分集合。

試験はすべて東京都千代田区三崎町東京歯

科大学歯科衛生士専門学校で行なう。

2月24日
(木〕

2月25日
(金)

8. 受験者注意事項

0受験当日は必ず指定時刻までに集合し，係員

の指示をうけること。

O受験場への携帯品は，受験票 ・鉛筆 ・ナイフ

・消しゴムとし，定規 ・下敷きの持参を許さ

ない。

9. 合格者発表

02月26日午後 3時:東京歯科大学正面玄関

(水道橋〉

O合格発表についての郵便，電話による問い合

わせは間違いを起こしやすし、から，これらに

は一切応じない。

10.参考事項

所在地と電話番号

干101東京都千代田区三崎町2丁目 9番18号

T E L 03 (262) 3421 (内線)288・269

入学時所要経費

|区 入学時納入金 第2学年時金
納入

入学金 |

授業料|年 額 400，000円|年額 400，000円

50，000円| 50，000円

学生会費 I(入会金含む)5，000円 | 3，000円

メ口>. 505，000円l 453，000円
0入学後は上記の他に教材費，実習着代等が自己負担
となります。



学術

誌上講演会

歯科患者の心理と対応

( n ) いろいろな患者への対し方

1. いろいろな患者の型と扱い方

前回は治療を希望する患者をどうやって捌くか

という観点から 「歯科患者の心理と対応の問題」

を取りあけ.てみた。それは要するに患者と医者の

出会いということであった。今回は出会う相手に

どんなタイプがあるか，それがわかれば，こちら

の出方も考えようという訳である。もちろん，こ

れは相手のタイプだけではない。医師の側にもい

ろいろなタイプがある。現場の病院長の話では，

医学部を卒業した者の少くとも l割，多いときは

2割は臨床医師としては適しないといっている。

歯科医でもそうだ。全く不器用で注射ひとつ旨く

できない人，学者や研究者としては有能である

が，人好きのしない人などがある。わけても患者

の気持ちをつかみ，それに乗って行けない人など

は臨床家としては適しなし、。だから相手を知って

それを操作しようなどと考える前に，自分自身が

自分はどういう性格であるかを自覚し，その長所

を生かし，短所を補うようにつとめなければなら

ないのそうし、う事を前提として患者にはどんな人

がし、るかを考えてみよう。

まず第一に歯科医療管理学会関東支部長である

織家勝氏は 「受付マニュアル」とし、う小冊子のな

かで 「人の型 (タイプ)と扱し、」とL、う事を説い

ている。それによると，歯科医を訪れる患者には

次の14の型がある。

(1)技術屋型

これは細かいことにもよく気づき，人に指し図

されることを嫌う型である。工学部を出た人など

はこの種の人が多い。電気が消えると直ぐ γ ョー

s 

関 計夫

卜したのだからとヒューズを取り替え，テレビの

写りが悪いと，アンテナを直したりするようなタ

イプであるのこういう人にはなるべくさし出がま

しくならないように配慮、しなければならない

(2) 議論屋型

何事にも一言ディスカッションしないと気のす

まない人である。こういう人の話には，その内容

だけでなく，そう言いたし、気持ちを理解し上手

なあいづちを打つことが必要であるが，特に相手

と口論したり.感情的にならないように注意する

必要がある。

(3) ぐずぐず型

なかなか決心がつかず，一度きめた事でもあと

から取り消したりする人である、こうし、う人に対

しては暫く考える余裕をあたえるか，逆にこちら

の方で主導的に出て，解決を助けるかする。こち

らがイライラしないでそういう人もあるものだ

と， じっと待つ心得が必要である

(4) のぼせ型

すぐカーッと頭にくる人て、ある。こうしづ人に

対してはおだやかに望む必要がある。「どうぞお

かけ下さし、」と別室に案内して精子をすすめ，い

っそう丁寧に応対すればよい。あくまで誠意をも

ってソフトにつき合い，絶対にこちらもカ ッとな

らないように注意することである。

(5) さいぎ型

いちいちこちらの言うことに疑いを持つてのぞ

むタイプである。物事を厳密に確かめようとする

人，あるいは前に他人からだまされた事があって

人を疑いぶかくなっている人かもしれなL、。こう



いう人には疑わしい感じを与えぬようにする。た

とえば，料金表とか規定など示して安心させるの

相手の言葉をフィードパックすると誤解を防げる

ことが多い。

(6) 好人物型

とっつきやすい人。 しかしそれを組みし易し

と見て軽くあっかうと反発をくうからご}FJ心のこ

と

(7) のらりくらり型

わざと要領を得ない返事をしてはぐらかす人。

保険証を持って来ると約束しながらノラリクラリ

として持って来ない，約束の日時を守らないなど

の人であるο こういう人にも誠意をつくす。たと

えば，当日，電話をかけて約束の日時を確かめた

り，保険証をお忘れなく ，というような注意を与

えるなどするのであるり

(8) だんまり型

黙秘までゆかぬが，あまり返事をしないタイ

プ，電話応対など特に困る人。こういう人に対し

ては， rモシ，モシ」と応答をたえず求め，具体的
な問L、かけをして，一つ一つ確認する以外に手が

ない勺

(9) 偉がり屋

尊大ぶる人で，多くは劣等感のうら返しであ

るつこれは余り気にせずいばらしておけばよいの

で扱いは簡単である。 ヒステリー性格で見得っ張

りのこともある。口紅をまっかにつけ，派手な服

装をした女性などもそれなりに自己主張をしてい

ると思えばよ L、。

。。 うるさ ~i

-言居士でfこまっていて，非常に細かし、ところ

に気がつく ・番難かしいタイプ。こうし、う人はす

ぐれた人で、耐の中の不正不義をそのままに放置し

ておくことのできない人であるから， うるさいと

思わず，いつもよく言って下さって有難うとお礼

を言う態度で臨めばよし、。

(l ~ ，憶病型

) li心ぶかし、，イl僑をたたいて， しかも渡らない

人。こうし、う相手には「それでし、し、です。しっか

りしてますね」など支持(サポー ト〉することが

特に必要である。絶対に「ダメじゃないですか」
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というような態度をとらないことが肝心である門

(l~ 変り屋型

これはいわゆる変り者，へん屈であるつそれに

対してよくないというような評価的態度はとら

ず，あくまでそれとして共感する態度をとってゆ

くと，案外つきあいやすくなる。そういう人だと

心得てそのままに相手を受容していくのであるの

こちらがそうし、う態度に出れば，相手もいつしか

堅くなな心を聞いて柔軟になるものである。

M 無頓着型
ひげをそって来ない。モンベみたいな服装で来

た，オーパーを脱がないなど，身なりを構わず，

外見にも気を配らない人，いわゆるシツォイド型

の人。こうし、う人は歯も磨かず，風目にも入りた

がらなし、。こういう人に対してはニコニコと微笑

んで，その人が人生はもっと大事なこと，本質的

なことに関心をもっているというよい方面に着用

することが大切である。

M 絶対反対型
なんでも反対したがるタイプ。こうし、う人に対

しては， rそれではどう したらいいでしょうか?J
とその人の意見を尋ねること，そうすれば相手は

自分が尊重されたと思って一生懸命に考えてくれ

るのである。税金など払いたくない人でも，言い

分を十二分によくきいてやると，喜んで出すもの

である。

以上，織家さんの項目を手掛りにして，自由に

解説してみた。もとより，一つの型が純粋に一つ

だけ現われるようなことは有り得ない，時と場合

により相手は変化する。そのデリケートな心理に

応じて臨機応変の応対ができる柔軟な姿勢をもつ

ように心掛けt.::.~、。

2. 歯科心理学の立場から

アメリカには Journalof the American So-

ciety of Psychosomatic Dentistry and Medi-

cine とし、う歯科心理学の雑誌が出ている。その

中でジョンズ ・ホプキンズ大学のコン (]. H. 

Conn)は， 歯科患者の個人差の心理を次のよう

にのべている。

まず第 1に歯科治療への態度は次のように分類



される。

~ 
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(1) 医者によい印象を与えようとして，恐怖心

をかくしている人。

そのため医師には患者の恐怖心がったわらな

い。いっそ怖ければ怖いと言ってくれれば，その

恐怖心を医者が受容する機会ができる。

(2) 不安を攻撃的に表現する人

不安をひき起すものを攻撃する。機械器具が不

安であれば，それを放り投げたく思うであろう

が，けっきょくそれを扱い，管理する医師に攻撃

がむけられる。

(3) どんなに親切にしてやっても不平不満を訴

え，医者を手こずらせ，怒らせる人。

小さい頃になぐられ，罰せられた上で、しか，受

け入れられ愛されなかった気の毒な人がそうな

る。そう思って我慢するより仕方がなし、。

(4) 依存的で要求がましい人

これは幼い時から，周囲の愛情や関心をうるに

は，苦訴を誇張するのが最良の策と心得ている人

である。こういう人には出来ることと出来ないこ

とをはっきり言って，ケジメをつけることであ

る。

(5) 肉親の死などにより深い悲しみを抱いてい

る人

こうし、う人は仲々痛みがとれにくい。

(6) 不安，失意，孤独，憂欝の心境にある人は

苦訴が多い。

第2に痛がり屋 (painprone person)がある。

(1) これは両親から虐待された人。アメリカで

は親が自分の子どもを虐待することが問題になっ

ている。

(2) 罰したあとで¥愛情を示すといったタイプ

の親をもった人。

(3) アルコール中毒の残忍な親をもった人。

(4) 肉親に痛みや病気の人があり，それに責任

を感じている人。

(5) 月経痛，月経緊張症などの婦人。

(6) 病気をしたときだけ，親から可愛がられた

人。

(7) いわゆる慢性虫垂炎，過敏性大腸炎，頻回

手術の傾向をもっ人。
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(8) 性に対する罪悪感をもっ人。

冷感症，不感症の婦人，インポテンツの男性，

災害癖をもっ人，自己処罰の傾向をもっ人

(9) 愛する相手を失し、かけている人，失った人

第3に痛がり屋の神経症 (painprone neuro-

sis)がある。項目だけ列挙しよう。

(1) 転換ヒステリー

これは欲求不満や不安などの心理的原因を，歯

が痛い，頭が痛いというような身体器官に転換し

たものである。こうしづ人は症状を訴える器官が

つぎつぎに移動してゆくものが多し、。

(2) うつ状態

これはうつ病にかかっているために痛みを感ず

る人である。

(3) 心気症

これは心気的傾向が菖じて，はっきり心気症に

なっているもの。たとえば，歯が少しグラグラす

るのでいじる。いじるからよけいグラグラする。

それで更にいじる。ますますグラグラする。痛い

歯に注意する。注意するから痛む，痛むから余計

注意するなどである。

(4) 精神分裂病

これはノイローゼよりも，はっきり分裂病にな

った者で，そのために痛みを感ずるものである。

しかし，痛みの心理は独特であるから，それ自

身，ひとつのテーマとして研究する必要がある。

3. 子どもの性格

以上は主として歯科医を訪れる大人の患者につ

いてであるが，子どもについての研究としてアメ

リカのシェルドン (W.H. Sheldon)は胎生期に

おける匪葉の研究から，子どもには5つの傾向が

あると述べている。

そもそも妊娠した細胞はどんどん増殖するが，

既に18日たつとそれらは集団的に分化して諸器官

の基ができはじめる。その胎芽の組織は大きくわ

けると 3つになる。

(1) 内R壬葉型。消化器などがよく発達している

柔軟な肥満な体型である。

(2) 中眠薬型。骨や筋がよく発達した体型であ

る。



(3) 外怪葉型 これは頭脳，神経，皮膚組織，

感覚器官の発達した弱均しい体型であるの

シェノレドンは最初このように3つにわけたが，

後には5つにふやしている。つまり，体のどの部

分，生理がすぐれているかという点から，子ども

の性格には5つの型があるとしているの

(1) 消化器型のチども

これは内陸葉系に属する子どもである。食べる

はたらきがすぐれた子どもである。こういう子ど

もはいつでも何かを口の中へ入れたがる子であ

る。食物だけでなく，指をしゃぶる，爪をかむ，.

チューインガムをしゃぶる。食欲，社交，安楽，

緩慢などクレッチャーの操うつ性気質の子どもで

ある。いつも機嫌がよい。

(2) 呼吸器型の子ども

これは第ーと同じ内廃業系で，内臓のはたらき

にすぐれたところのあるものであるが，食物でな

く，空気に関係した点を大切に考える。性質はの

んびりしていて，他人と争うことも少なく，おだ

やかな性格である。家の中にいるのが嫌いで， 山

や田園や海にあこがれ，社交をいやがる。一人で

旅をしたり，山登りをしヨットを操縦する。概

して風釆は粗朴で部会的ではない。

(3) 筋肉型の子ども

これは中脹葉型で，筋肉や骨格にエネルギーの

中心があつまっているタイプである。スポーツが

好きで，力への意志がつよし、 3 したがって，支配

欲がつよく， リーダーになりたがる。何でも熱心

にやり，疲れを知らない。ラジオをくみ立てた

り，工作をしたりする 3

(4) 神経型の子ども

これは神経型，頭脳型の子どもである。外怪葉

型に属する 反応が早く，心配症，ヲ|っ込み思案

のところもあるが，知的探究がつよく，なんでも

板ほり葉ほりきいたりしらべるのが好きである。

(5) 性器型の子ども

この型はしっと心がつよく ，小さいうちから性

的なことに早熟な関心をもっており，愛情生活の

興味をいだく 。青年期になると，生理的な欲求を

抑えることが困難になる。

以上であるが，これらの型がわかると， 指導が
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やりやすくなるれたとえば，消化器型の子どもは

いつも指をくわえ，乳酸飲料水を飲み，白砂糖を

とりすぎる傾向があるから，特に甘い物の取り過

ぎを防ぎ，歯の清婦で虫歯を防止することが必要

である。

神経型の子どもは優等生タイプで世話がやけな

いので，歯科でもよろこばれる。こういう子ども

には読書指導が有効である。

しかし医師や看護婦の言うことを先取り して

模範的に振舞う子どもがし、し、とばかりは言えな

い。 じっと我慢して医者の前ではおとなしくして

いるが，家に帰ってから親に反抗したりする。 無

理に感情を抑圧して小さい紳士淑女になっている

からである。これは頭脳型の子どもに多い。

呼吸器型の子どもは水槽の熱帯魚などがあると

よろこぶ。魚、が時々いきをしている様子が 見 ら

れ，酸素を補給する管のさきからアワが観察され

ると，自分が呼吸しているように感ずるらしし、。

筋肉型の子どもは何でも探索するから，診察室

の椅子が上下に移動したり，出入口の ドアが自動

装置になっているので興味をもち，なんども出た

り入ったりする。ユニットにある機械や器具を少

しもこわがらず，むしろ好奇心と探究の材料とす

る。

性器型の子どもはしっと深いが，そうでなくと

も患者はすべて不公平に取り扱われることを極端

にきらう。順番をまちがわぬよう，取り扱いの親

切さが平等かどうか注意を要する。

神経質な子どもは心配症である。傘を忘れはせ

ぬか，治療のさい歯は痛くないだろうか，一人で

診察室に入るのが怖い，などだから，親のつきそ

いも許した方がよい場合がある。

4. 健康調査表 CK.M. 1) 

こうした患者の個性を簡単に調べるために作ら

れた健康調査表がある。これはコーネル ・メデイ

カル ・インデックスを修正した九大心療内科のア

ンケート CK.M. 1)である。これを待ち時間に

患者に記入して貰うのである。 問題はA:既往

症，家族歴など， B:精神的自覚症状，C:身体

くP.12につづく〉
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〔付表〕
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健 康 調 査 票

調脊 1r 月 fl 

姓名 現「住所

唖主世一一一一一一自主一一生_jIL--一一 札主

※印の該当する個所を囲んで下さし、円

新制j 新制
※段終学歴小学旧制中学旧制高校内事大学

※結婚状況未婚 既婚 死別 別府 離師寺

この調査票はあなたの心身の健康状態を知ろうとするものです。 次の質問を読んで， はl" ¥，、L、え，のどちらかに

O印をつけて下さし、。 秘密は守りますから，ありのままをかし、て下さし、。 余り考えると分らなくなりますから‘大休
の感じで結構です。

A 

1)神経質な方ですか，人からそういわれますか。

はいいいえ

2)子供のとき， 夜尿(小学生になってからも)， 爪

かみ，指しゃぶり，夜泣き， 夜驚，夢遊， (夜中

にねぼけて歩きまわる)， どもり， かんしゃ く，

ひきつけなどがありましたか。 はいいいえ

3)今迄大病を患ったことがありますか。

病名( ) はいし、し、え

4)ひどいノイローゼにかかったことがありますか。

はいいいえ

5)家庭に神経過敏な人，ひどいはにかみゃ，憂うつ

症の人，変人，大酒家， ノイローゼや精神病の人

自殺した人がありますか(もしあれば，上のどれ

かにO印をつけて下さい，) はいいいえ

B 

1)近ごろ自分の性格に変わってきたところがありま

すか0 ・ はいいいえ

2)近ごろ気持が落ちつかず困りますか。はい L、し、ぇ

3)近ごろ仕事で失敗することが多いですか。

はし、 いいえ

4)恐い夢をよくみますか。 はいいいえ

5)向分に自信がもてずに迷うことがよくありますか

(.tl、 L、L、Fι

6)人づきあいかうまくいきませんか はい いl'ぇ

7)職場や家の中で嫌なことが多いですか。

ばいいいえ

8)最近びっくりするような事件にあってまだそのこ

とが頭をはなれませんかc はい いいえ

9)計画がむずかしすぎてあきらめてしまうことがよ

くありますか。 はい し、し、ぇ
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10)議論になるとすく負けてしまうみですか

lよし、 いいえ

11)心を一つのことに集中できませんか。はい L、L、ぇ

12)へなへなと気持がくじけてしまうことがあります

か。 はいいレえ

13)自分の思うようにならないと.いらいらしたり，

カッとなったりしますか。 はい し、し、ぇ

14)人や物に好き嫌いがはげしい方ですか。

はいいし、え

15)よくいらいらなことを空想して楽しみますか。

はいいいえ

16)つい大げさに考えたり，言ってしまう方ですか。

』まし、 L、L、え

17)このごろ心配ごとがあって気持が落ちつきません

か。 はいいいえ

18)ひとりで外出するのが不安ですか。 はい し、し、ぇ

19)はっきりした原因がないのに，いろいろなことが

不安になりますか。 はい いいえ

20)新聞やラジオでこわL、ニュースを見IJtIするとひど

くおびえますかけ lよl. ¥， 、L、ぇ

21)物音にひどく敏感ですかLtl、 L、L、え

22)人の百!政jが気にさわっていらいらしますか。

Lt. レいいえ

23) 11 I~(/下人ぞ他人の liíî てーはしゃべ，illcく危ったり，

(t ']cがさ つはり11::tな くなるようなニ とがありま

すか。 はレいいえ

24)緊張したときに，ひどく十Fをかいたり.ふるえた
りしますか はいいし、え

25)ちょ っとしたニとでも気に伝って仕)jがないです

台、。 はいいいえ

26) くよくよと先のことを取越苦労をしますか。



はいいいえ

27)気むずかしゃのブJですか。 はい いいえ

28)ふだんからどことなく気持や身体がすっきりしま

せんか。 はいいいえ

29)自分の身体や病気のことに非常に関心をも ってい

ますか。 はい いいえ

30)自分の健康のことが心配でト仕方がtcl、ですか。

はL、 いいえ

31)日によって体の_fJ、合の怠い左ころが移動しますか。

はいいいえ

32)そのときの気分によって，JiI'状がよくなったり，

曹、くなったり しますか。 はい し、L、え

33)特定の病気にたL‘する恐怖心がありますか。(そ

の病気のず'，Iiijは 〕 はい し、し、ぇ

34)特定の場所(I:'~ l 、所， I惜し、所など〉にたいする恐

怖心があり空すか(どんな場所ですか)。

はいいいえ

35)特定の物(とがったもの，動物や虫など〉にたし

する恐怖心がありますか(それは何ですか〉

学 術 一一一一

はいいいえ

48)まわりの人や物と自分との間に距りがあって，実

感がわかないように思えますか。 はい いいえ

49)自分が自分でないような感じがしていますか。

はいし、L、ぇ

50)身体の中がなんとも言えぬ奇妙な感じに襲われる

ことがありますか。 はいいいえ

C 

1 )よく病気する方ですか。 はいいいえ

2)家族(一族〉に病弱な人が多いですか。

はいいいえ

3)体がだる くて疲れ易いですか。 はい L、し、ぇ

4)よく全身の力がぬけたようになりますか。

5)仕事に棟気がないよ ろですかC

6)微熱がでるよう ですかコ

7)いつもあまり食欲がないですか。

8)休がやせますか。

9)よく動俸がしますか。

はいいいえ

はい L、L、え

はいいいえ

はいいいえ

はいいいえ

はいいいえ

トt¥、 L、L、え 10)絢や心臓のところに痛みがありますか。

36)特定の状況 (人の前で赤くなるたど)にたいする はいし、し、ぇ

恐怖心がありますか。 はい しいえ 11)胸を圧迫されるようで苦しいですか。はい し、L、ぇ

37)ひどく 凡帳而で，きれL、ずきすぎるようですかの 12)脈が急に早くなった り，狂ったりしますか。

はいいいえ はいいいえ

38)お金の出し入れや物の貸し借りに細かく気をつか 13)よく息苦しくなることがありますか。はい L巾、ぇ

いますかの はいし、L、え 14)急に体がかっと熱く なったり，寒気がしたりしま

39)自分でも馬鹿らしいと思いながら自分のやったこ

とを，くり返したしかめないと滋着きませんかの

はいいいえ

40)不快な考えがくりかえし頭にうかんで‘きて，はら

いのけることができませんか。 はい し、L、え

41)自分の気持が人にわかってもらえず淋しいですか

はいいいえ

42)何をしても楽しくなく，気がめいりますか。

はいいいえ

43)何をするにもおっくうで意欲がわきませんか。

すか。 はいいいえ

15)急に汗の出ることがありますか。 はいし、L、ぇ

16)顔や手足がよ くむくみますか。 はいいいえ

17)手足がよく冷えますかの はいし、L、え

18)目が疲れやすいですか。 はいいいえ

19)よく耳鳴りがしますか。 はいし、L、ぇ

20)口がからからにかわきますか。 はい いいえ

21)よくのどのつまる感じ (あるいは食物がつかえる

感じ〉がしますか。 はい いいえ

22)いつも胃がもたれるような感じがありますか。

はいいいえ はいし、L、え

44)人中に出るのが嫌いですか。 はい L、L、え 23)よく吐き気がしたり，吐いたりしますか。

45)たえず罪悪感(自分が何か悪いこ とをしたような はい L、L、ぇ

感じ〉に悩んでいますか。 はい L、L、え 24) よく腹鳴りがしますか。 はい L、L、ぇ

46)いっそ死んでしまいたし、とよく 思いますか。 25)よく下痢したり，便秘したりしますか。

はい いいえ

47)人がよく蔭口をいった り， あなたのことをささや 26)よく腹が痛みますか。

いているような感じを受けることがありますか。 27)首，肩.背中がよ くこりますか。
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はいいいえ

はいいいえ

はいいいえ
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28)方々の筋肉ゃ関節にこりや痛みがありますか。

はいいいえ

29)皮膚が敏感でまけやすいですか。 はし、 いいえ

30)よくじんましんができますか。 はいいいえ

31)昼間小便の回数は多いですか。 はいいいえ

32)自演行為や夢精がよくありますか。 はいいいえ

33)性生活に不満や故障がありますか。 はいいいえ

34)月経のときに.ひどく気分や体の具合が悪くなり

ますか。※ はいし、L、え

35)月経は不順ですか。 ※ はい いいえ

36)頭がぼんやりした感じがありますか。はい いいえ

37)頭痛や頭霊感がありますか。 はい し、し、え

38)白まい，立くらみがよくありますか。はい し、L、ぇ

備考(その他心身の症状〕

くP.9よりづっく>

的自覚症状の 3つからの99問である。Bは更に一

般的不適応状態(1-8)，未熟性格傾向(9-16)，

不安緊張反応(17-24)，神経質傾向(25-28)，心

気傾向(29-32)，恐怖症傾向(33-36)，強迫傾向

(37-40)，抑うつ反応(41-46)，現実感喪失 (47

-50)，から成り立っている。これに「はし、JI¥'、

いえ」の何れかにOをつけて貰う。「はし、」の数で

見る。健康者でも20項目位が普通， 35-40以上は

心理的因子を考慮、したほうがよい。心療内科の外

来患者と健康者の平均値を比較すると次の通りで

ある。あきらかに心身症群や神経症群は健康群よ

り平均値が高い。

人数平均値 偏差値

正常群 100 20. 1 13.75 

心身症群 50 38. 4 12. 85 

神経症群 50 42. 5 15. 20 

以上の基準に基ずいて看護婦が集計し，医師の

診断資料とする。医師は各項目，特にAおよびB

の 1-8について具体的に尋ねる。病前性格は次

のように分類する。

H:わがまま，派手好み，自己顕示，大げさ，

好悪顕著

N:内気，過敏，取り越し苦労，遠慮、

Z:凡張面，熱心，徹底的，融通がきかぬ，責

任感|圧盛
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39)気が速くなって倒れそうな感じによくなりますか。

はいいいえ

40)今までに2回以上気を失なったことがありますか。

はL、L、し、え

41)ひきつけの発作をおこしますか。 はい L、L、ぇ

42)体のどこかにLびれ，麻F草，異常感などがよくお

こりますか。 はい L、し、え

43)体のどこかによく照僚がおこりますか。

はいいいえ

44)睡眠はどうですか(寝つきがわるい。眠りが浅い

短かい。宅夢。悪夢)

※印は女子のみ記入して下きし、。

E:しつこい，頑固，かんしゃく，整頓癖
C:陽気，社交的，世話好色 気分の周期があ

る

S:無口，非社交的，気むずかしい，とりっき

にくい，超然、

これも看護婦にやらせてもいい。

厚生省の保険点数50点即ち 500円の収入が正式

に認められている。まだ歯科医でこのような調査

をする人は少いが，これ迄ゃった人の話では 1度

も審査ではねられたことはないそうだから，大い

に活用するがよし、。これまで厚生省は薬や注射は

保険で認めるが，面接して指導助言することは全

然評価しなかった。それがようやく一昨年から認

められるようになったのである。

これは患者の待ち時間を活用すること，患者も

治療に参加すること，歯科は口腔科であり，広く

は全身に関係あること，心身は一体であって体の

病いは心の病でもあること，などを自然に理解さ

せることになる。特に自分は歯を治して貰いに来

たと思っている患者に，歯科医は口腔を中心とし

たさまざまな健康の問題にとり組むようになって

いる現状を理解しその治療をして貰うことが変

でないように誘導し橋わたしをするとし、う大切

な役目をはたす方法とすることができる。

次にその事について述べよう。(九大名誉教授〉
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臨床 Q.&A.

Q-2 アマルガム充填かコンポジットレジン充填か? く臼歯岐合面に何をつめ

てもかまわないか7>

A. 

臼歯岐合商にコンポジットレジンを使用しても

かまわないかとし、う質問は，数年前から臨床家の

間で， 関心の高い事項となっている。私達は，

この間に答える前に，一つの実例を紹介したL、と

思う。さる同窓生が，機会があって，東欧からの

留学生の治療をしたところ，臼歯暁合面にシリケ

ートセメントが充填されていたのだそうである。

これについてどう思うかという質問をいただい

た。私自身，このような修復をしたことがないの

で，それについて本当のよし悪しは言えないが，

ただ-ついえることは，歯科界の目標，あるいは

歯科医療の日際を何処に置くかによって，かなり

変わってくると思う。また歯科界をとりまく社会

環境の歯科医療に対する理解の程度によっても医

療の内容は規制されると思う。シリケートさえ認

められなかったら， リン酸セメント修復というこ

とになりかねなL、。これは逆行的に代用品を探し

ていった場合の話しであるが，先人が築きあげた

歯科医学や医療の内容は，よりよい状態を求め

て改変されていくであろうし，何がよりよい状態

であるかは不断の研究と経験から，絶えず求め続

け，内部だけではなく歯科界から外部に向って啓

蒙していく必要があると思う。ところで， コンポ

ジットレジンを岐合面の修復に用いるということ

は，進歩なのか退行なのかが問題であって，進歩

であると断定できる 100パーセントの資料が目

下，備わっているわけではない。理工学的にはか

なり優れた性質を発揮する段階に到達しているよ

うであるが， これから本当の適応症，術式につい

ての検討が必要である。

東京歯科大学教授(保存) 石川達也
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臼歯周コンポジ'"トレジン開発の目標はどこに

置かれているか?

臼歯用コンポジットレジンの開発目標は， どの

メーカーも大体同じような項目について材質の改

善を計ったと思われる。

1) 物理的あるいは機械的性質の向上

2) 耐摩耗性の向上

3) 接着性，辺縁封鎖性の向上

4) 操作性の適切さ

5) できるだけエックス線造影性を与える

6) 歯髄に対して無刺激性のものがよい

現在，われわれが知っている範囲では，このよう

な目標が設定され，それぞれについてある程度解

明が進められている。この材料は，アマルガムを

目指し，アマルガムを追い抜こうという意気込み

で作られているので，比較対照は当然アマルガム

となる。

臼歯用コンポジットレジンは，機械的性質とし

て，庄縮強さが高銅アマルガムに匹敵する強さに

達している。4000kg/cm2を越すぐらいになって

いるので，阻鳴圧や岐合圧にはアマルガム並みに

耐えることができると思われる。曲げ強さは，ア

マルガムよりも30パーセ ントほど低いが，機械的

な強さは，アマルガムにひけをとらないほどなの

で，その意味では，国産の製品も外国の製品も極

く最近売り出された臼歯周コンポジットレジンは

信用してよいと思われる。

臼歯岐合面に使用できる狼拠をどこに求めてい

るか?

機械的な性質がたとえすぐれていたとしても，

口腔内で機能するには，いくつかの条件が満され

る必要がある。特に臼歯部暁合面に充填されるか

らには，岐耗に対する抵抗性を持っていることが
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要求される。暁耗に対する抵抗性を知るには， I度

合歯との聞の抵抗性， 他の修復物にあIする抵抗

性， コンポジットレジン同志の抵抗性，食品に対

する抵抗性などを調べなければならない。メーカ

ー側は， レジンマトリックスの強化，無機フィラ

ーの含有量を高める，無機フィラーを細かくする

ことなどによって耐磨耗性を上げようとしている

が，現在までのところ，耐磨耗性の向上にはある

程度の成功を収めている。歯ブラシ磨耗試験で

は， 耐磨耗性が従来型のコンポジットレジンに比

べて 2倍以上向上しているという。このような成

績が得られた理由は，主と してフィラー聞の距離

を接近させることができたため(フィラーの含有

量が多いため)， その聞に介在するレジンが磨滅

しにくくなったからであると考えられている。外

国のある製品のデータでは，フィラー聞の距離

は， 臼歯周コンポジットレジンで0.11μm，従来

型のコンポジットレジンで 0.387μm といわれて

いることから判るように， ブラシによるレジンの

磨耗が起りにくくなり，そのためフィラーの脱務

が少なくなったと理解されている。したがって本

当の意味の耐暁耗性がどの程度発揮されるのか，

あるいは，この材料が，対岐の相手方に対してど

の程度の磨滅をしていることになるのかは目下の

ところ予測できない。永い臨床経験を通じて明ら

かになっていくことと思われるが， 1 ~2 年で岐

合面の臼歯用コンポジットレジンが使用に耐えな

くなるほど磨滅することはない内

いわゆる歯髄に及ぼす悪影響はどの程度か?

従来型のコンポジットレジンとこの点について

は大差がないと考えられる。われわれの教室で

も， 目下ヒト歯牙について検討中であり，外国で

は猿の歯を利用した研究が発表されているが， コ

ンポジットレジンの歯髄に及ぼす影響は，主とし

てレジン材料の側にあると考えるならば， レジン

材料はフィラーが多くなった分だけ少なくなって

いるので，予想、では，むしろ歯髄為害性が少ない

と考えてよい。 しかしながら，果たしてレジン材

料の歯髄刺激がコンポジットレジン修復時に発生

する歯髄被害の主な原因となっているかどうかに
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ついては，かなり疑問視する考え方も強いので，

レジンの刺激ドIeの布無だけで解釈しては危険であ

る。

この材料の辺縁封鎖性の良否が歯髄刺激性にも

影響する可能性があるので，その点について述べ

ると，他の成形修復材料つまりアマルカムや従来ー

耳目コンポジットレジンに比べて辺縁封鎖性はむし

ろ良好である。熱膨張係数が少ないこと，あるい

は， レジン肢が少ないため， レジンの解放ヒズミ

が少ないためかも知れないが，いずれにしてもこ

の点での危倶は，他の成形修復材料に比べて少な

いことが判明している。

このように考えると，臼歯用コンポジットレジ

ンは， より進歩した成形修復材料てあって，臨床

応用にあたっての問題となる点はほとんど残って

いないように思われるが，それでも，使用に当た

っては慎重をWJす必要があるのその湾出は，成形
修復そのものの欠点から来る問題点，新しい未経

験の材料であることから来る不安，などが必ずし

も解決されていtr_いからである。

何が未知との遭遇なのか?

コンホジットレジンの修復に当たって，宮前iを

酸処理する万式には，窟縁酸処理と窟洞全酸処理

の2通りあって， 一部の研究では寓洞全酸処理で

も歯髄に対する悪影響を無視できるとしている

し庫端な考え方では，その方がむしろ歯髄被害

が少ないとしている。 しかし時に経験するコン

ポジットレジン修復の予後不良は， 何故起こるの

であろうか? 通常われわれが行う臨床では，

クロン単位の精密さを実行できない面もあるし，

研究条例と臨床条件とは異ったものである場合も

あって，あまり簡単に臨床での歯髄被害の原因を

結論づけることは避けた方がよい。目下できる範

囲で着実な臨床を行ったとしても歯髄の安全を損

ねることがあると思っていた方が実情に測してい

る。

l皮合間の成形修復は，アマルガムの場合でも問

)極点を抱えていた。窟j同外形をl皮合倭触点の範聞

に収める努力，あるいは健全歯質に可及的に暁合

負担を求める設計が基本であるにも拘わらず，こ



れが何時の間にかそうでない)51ムjに拡大解釈され

て，歯牙舷折，極端な場合には|皮合干渉，顎関節

の異常にも結びつきかねない修復が判自主々と大

手を振って通用して来た。臼歯部に歯冠色類似の

レジンで修復すると，嵩縁の境界が不明 i僚なた

め，アマノレガム以上にl安合面の仕上け'が不良にな

りやすい。修復時のl安合面の形成 (彫刻〉法もま

だ確定した術式とはなっていないことを考える

と，岐合面の形成仕上げの良否は，今後重要な問

題になると思われる。
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すでに十分な臨床経験を積んでおられる臨床家

は.新しく登場した材料の長所をとりながら，巧

みに短所を補って利用されていることと思われる

が，つねに無批判に陥ることなく， よりよい方向

に改常ーする方I;'jで材料や修復法の進歩を見守り，

御指摘をいただければ孝いと思う次第である。

なお，われわれの教室では， 目下のところl度合

面，単純一級程度の修復を教育の基本として行き

たいと考えている。



昭和57年度評議員会，総会報告

昭和57年度評議員会

昭和57年11月13日(土〕午前10時より東京都港

区高輪プリンスホテルにおいて，昭和57年度評議

員会が開催された。

福本総務担当理事の司会，伊丹副会長の開会の

辞。点呼は受付の署名をもってこれに代えること

を了承し評議員総数248名，出席評議員168名で会

議は成立した。

会長挨拶

河溢会長から昨年の大学 ・同窓会の記念行事へ

の協力に感謝し，また日歯会長選問題の円満解決

の報告，今後の会員研修の問題等の考えが述べら

れた。

名誉会長挨拶

井上名誉会長から現会長の挨拶を支持し和を強

調する定;の挨拶がなされた。

司会者より来賓紹介があり，つづいて来賓挨拶

がなされた。

来賓挨拶

松宮学長から大学もやっと千葉で軌道に乗りは

じめ，新時代に向けて教育 ・研究 ・診療も対応し

なければならず，国際交流にも卒後研修のバック
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アップにもブJを入れる所存である出の挨拶があっ

た。

また遅参された鹿島理事長からは，財政基盤の

確立と水道橋構悲!の準備，そして大学同窓の一体

を強調された。

議長，副議長の選出

司会者一任となり議長に坂本豊美評議員，長IJ議

長に武井芳弘評議員を選出した。

議事録署名人の選出

議長一任となり，巣山保評議員と熱|封俊之幼計'

議員が指名された。

報告

津島理事から昭和57年度の会務報告があり.132

名の物故会員に対し全員黙薦を捧げた。JwJ窓会創

立80周年記念募金状況報告が福本理事からあり，

会計現状報告が菊池会計理事から行われ了承され

た。

議事

第-号議案，第 2号議案，第3号議案を一括上

程菊池，関口両会計担当理事により提案の説明が

あり，滝監事から適正に処理されている旨の監査

報告後，原案通り承認され可決確定した。



昼食休憩の後，再開され第4号議案が菊池理事

から説明され可決確定した。次に第5. 6. 7号

議案が一括上程され，福本 ・菊池理事が提案理由

の説明を行ったが，特に第6号議案は会費年額

2.000円の値上げ案であったので，鳴神 ・伊藤 ・佐

々木 ・小滝 ・村越の各評議員から関連した事項の

質疑が行われた後承認され可決確定された。第8

号 ・9号議案については両会計理事から説明がな

され，三島 ・蒲 ・小滝 ・村越 ・田辺 ・荻野の各評

議員から貴重なご意見をいただき，質疑のあとこ

れを可決した。

第10号議案は河謹会長から推薦理由の説明があ

り，鈴木弘造名誉教授と秋山誠一郎名誉教授を本

会の名誉会員に推薦，全会一致でこれを可決し

た。つづいて第11号議案も会長が提案理由を説明

し昭和57年度叙勲，褒章受章者顕彰に関する件

で，晴れの叙勲 ・褒章を受けられた16名の諸先生

を顕彰することに全会一致で決定した。議長候拶

の後，板垣副会長の閉会の辞により全日程を終了

した。

関口恵造，井上裕，浅井美幸後援会総会

評議員会に引続き東京歯科大学同窓会3後援会

総会が開会され，斉藤静三会長の挨拶にはじま

り，座長に斉藤会長が着き，鹿島理事長，松宮学

長の祝辞，三宅，浅井後援会幹事長より会計現況

報告があり協議に入った。山崎，関口後援会幹事

長より昭和56年度決算の説明があり，鈴木貞一監

事の監査報告の後この件を満場一致で承認した。

次いで浅井美幸議員から老人保健法案の経緯を
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中心に国会報告と謝辞が述べられ，伊丹副会長の

閉会のことばで終了した。

第88回同窓会定時総会

午後3時50分斉藤昇総務担当理事の司会により

安嶋副会長の開会の辞，河漫会長の挨拶，来賓紹

介後，鹿島理事長，松宮学長の祝辞につづき山崎

日歯会長から世界各国から頼られる日歯のFDI

東京大会等についての報告と挨拶，そして矢島父

兄会長挨拶があり，関口議員からの祝電披露につ

づき，武井芳弘議長，版本豊美副議長を選出し，

議事録署名人には愛知正晴，氏家英蜂の両氏が指

名された。

昭和57年度会務報告.80周年記念募金状況報

告，昭和57年度評議員会報告，昭和58年度経常部

並びに特別会計収支予算に関する件の報告が理事

者からあった。議事にはいり第 1号から 3号議案

まで一括上程，滝監事の監査報告の後可決確定

し報告，議事ともに無事終了した。

引続き，顕彰式をめでたく開式. ~可港会長より

顕彰状と記念品が壇上の受章者一人一人に贈呈さ

れ，青森の宮崎芳雄先生(昭7)から謝辞が述べ

られ，吉川会長の閉会の辞で総会を閉じた。

会場が賭くなり，中久喜理事より水道橋から千

葉校舎への移転と建設の記録映画「稲毛の杜へ」

の紹介とビデオ ・8mmの頒布の説明があり35分

のすばらしい映画を楽しみ，午後6時席をうつし

て盛大な懇親パーティーが和気あいあいの中で催

された。



東 京歯 科大学同窓会評 議 員会

昭和57年11月13日 (土〕午前10時~午後 2時30分

1. 

1. 

1. 

1. 

1. 

1. 

1. 

開会の辞

占 呼

会長挨拶

来賓挨拶

議長，副議長選出

議事録署名人選出

報 告

(1) 昭和57年度会務報告

(2) 同窓会創立80周年記念募金(東京歯科大

学施設整備資金〉状況報告

(3) 昭和57年度会計現状報告

1.議 事

第 1号議案昭和56年度東京歯科大学同窓

会経常部収支決算

に関する件

第2号議案昭和56年度東京歯科大学同窓

会特別会計収支決

算に関する件(同

窓会基金，血脇記

念基金，共済基金，

名簿積立金，退職

積立金，同窓会創

立80周年記念募金

事業)

第3号議案昭和56年度東京歯科大学同窓

会財産目録の承認

に関する件

(監事報告)

第4号議案 東京歯科大学同窓会進学指導セ

ミナ一事業終了に伴う余剰金の

経常部(雑収入〉への繰入に関

する件

第5号議案昭和58年度東京歯科大学同窓

会事業計画に関す

る件

第6号議案昭和58年度東京歯科大学同窓

会入会金および会

費に関する什

第7号議案昭和58年度東京歯科大学同窓

会経常部収支予算:

に関する件

第8号議案昭和58年度東京歯科大学同窓

会共済負担金に関

する件

第 9号議案昭和58年度東京歯科大学同窓

会特別会計収支予

算に関する件(同

窓会基金，血脇記

念基金，共済基金，

名簿積立金，退職

積立金〉

第10号議案昭和57年度名誉会員の推薦に

関する件

第11号議案昭和57年度叙勲，褒章受章者

顕彰に関する件

1. 閉 会 の昨

第88回東京歯科大学同窓会定時総会

1.開 会の辞

1.会長挨拶

1.来賓挨拶

1. 議長，副議長選出

1. 議事録署名人選出

1. 報 告

(1) 昭和57年度会務報告

昭和57年11月13日 (土)午後3時40分~午後 5時間分
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(2) 同窓会創立80周年記念募金 (東京歯科大

学施設整備資金)状況報告

(3) 昭和57年度評議員会報告

(4) 昭和58年度 東京歯科大学同窓会経常部

並びに特別会計収支予算に

関する件

1. 議 事



第 1号議案昭和56年度東京歯科大学同窓 積立金，同窓会創

会経常部収支決算 立80周年記念募金

に関する件 事業〕

第 2号議案昭和56年度東京歯科大学同窓 第 3号議案昭和56年度東京歯科大学同窓

会特別会計収支決 会財産目録の承認

算に関する件(同 に関する件

窓会基金，血脇記 (監 事報告〉

念基金，共済基金， 1. 叙勲，褒章受章者顕彰式

名簿積立金，退職 1. 閉会の辞

昭和57年度東京歯科大学同窓会会務報告

1. 現在会員数

内 名誉会員

氏357名

26名

高齢会員 694名

2. 会員の移動

新人会員 149名

(本年度卒業生 川名)
他 2名

逝去会員 132名

退会会員 1名

3. 会 議

評議員会 1固

理事会 6固

定時総会 l回

常任理事会 8回

顧問会

役員打合会

地媛支部連合会長会

各種委員会等

東歯関係日歯役員，

1回

19回

1回

52回

代議員，都道府県歯 A 閉

会長，同窓会役員懇 吋凶
談会

卒後研修セミナー

全国歯科大学同窓，
校友会懇話会

4. 役員出張

5. 支部数

7回

2回

119回

112支部

6. 地域支部連合会数 11支部連合会

北海道地域，東北地域，関東地域，東京

地域， 信越地域，東海地域，北陸地域，

近畿地域，中園地域，四園地域，九州地

域(含沖縄)

自昭和田年10月1日~至昭和57年9月30日
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7. 会務報告

昭和56年

10月1日 役員打合会〈在京副会長，総務，

渉外部担当理事〉

1日 卒後研修特別委員会(企画作業小

委員会〉

3日会計監査滝，高木監事立会

河港会長，伊丹，安嶋副会長 関

口，福本，津島，菊池理事

3日 地域支部連合会長会

3日 同窓会顧問会

5日 広報部委員会(企画〉

6日 副会長正岡健夫氏逝去(午後4時

54分〉

8日 役員打合会(共済部担当理事〉

8日 学術部委員会(進学指導セミナー

担当〉

8日 副会長故正岡健夫氏葬儀熱田

理事参列

17日 全国歯科大学同窓，校友会懇話会

伊丹副会長，福本，熱田，天野理

事出席

17日 東海地域支部連合会総会井上名

誉会長，津島伊藤理事出張

17日 北陸地域支部連合会総会安嶋副

会長，浜野， 白崎理事長出張

17日 新潟県支部総会阿部副会長出張

20日 会報第 203号発送

20日 常任理事会

22日 卒後研修特別委員会〈合同〉



24日 広島県支部総会安嶋副会長出張

25日 副会長放正岡健氏愛媛県歯科医

師会葬井上名誉会長，天野理事

参列

29日 役員打合会(会長，在京副会長，

総務，会計，渉外，学術，共済部

担当理事〉

11月3日 大阪歯科大学創立70周年記念式

典，第8回全国同窓会会員大会

伊丹副会長出席

5日理事会

6日 昭和56年度評議員会第87固定時総

会(午前10時於高輪プリンスホ

テル〉

0昭和56年度諸報告，昭和57年度諸

議案何れも原案通り可決確定

0叙勲，婆章受章顕彰者(敬称略)

掛場久精，宮下寅之進，吉崎久，

菅野将雄，神崎正，佐藤一，

松宮誠一，浜田謹之助，小泉徳蔵，

辻村松一，菊池文雄，井上真，

鈴木貞一(以上13名ご出席〉

7日 千葉校舎竣工式並びに祝賀会(竣

工式午前10時，祝賀会午後 1時，)

河透会長他役員列席

8日 大学創立90周年記念式典並びに祝

賀会(記念式典午後1時，祝賀会

午後3時〕河遁会長他役員列席

10日 広報部委員会(編集)

11日 卒後研修特別委員会(企画作業小

委員会〉

13日 第10回コールフ大会河港会長，井

上名誉会長出張

14日 九州地域支部連合会総会伊丹副

会長，野上，林理事出張

23日 近畿地域支部連合会総会 河去を会

長，杉rLi，林理事出張

27日 東京地域支部連合会総会河港会

長，海老原理事出張

30日 卒後研修特別委員会(モニターリ

ング小委員会〉

12月5日 神奈川県支部連合同窓会総会伊
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丹副会長出張

5日 南信支部総会阿部副会長出張

6日 千葉県支部総会河溢会長出張

9日 卒後研修特別委員会(会計小委員

会〉

10日 父兄会懇親会河溢会長!刷所

11日 広報部委員会 (企画〉

11日 日本橋支部総会河溢会長出張

12日 浅草支部総会伊丹副会長出張

12日 山梨県支部総会安嶋副会長出張

12日 茨域県支部総会 中久喜理事出張

14日 卒後研修特別委員会(合同〉

15日 大学支部総会 中久喜，浜野型車

出張

16 F-I 共済部委員会

16日 元同窓会長故田丸将士氏葬儀

河溢会長，井上名誉会長，安嶋副

会長参列

17日 役員打合会(総務，会計相当理事)

19日 理事会

20円 栃木県支部総会安嶋副会長出張

25日 会報第 204号発送

昭和57年

1月 1日 新年交歓会河港会長，井上名詐

会長他役員出席

8日 千代田支部懇談会伊丹副会長出

張

12 Fl 下谷，浅草支部合同懇談会 河溢

会長出張

15日 東京医科歯科大学歯科同窓会名刺

交換会河遁会長出席

18日 役員打合会(総務，会計拘当理事〉

19日 卒後研修セミナー講師打合会

20日 荏原支部懇談会河港会長出張

23日 理事会 (新 ・旧役員合同)

23日 松宮誠一先生叙勲祝賀会河遊会

長他役員出席

23日 品川支部懇談会河溢会長出張

23日 神奈川歯科大学東京支部連合会

懇談会安嶋副会長出張

23日 世田谷支部懇談会伊丹副会長出



張

23日 卒後研修セミナー講師打合会

30日 神奈川県支部連合同窓会懇談会

河港会長出張

2月1日 卒後研修特別委員会 (合同〉

5日 役員打合会(会長，副会長，総

務，渉外担当理事〉

5日 役員打合会(共済担当理事〉

6日 東歯関係日歯役員，代議員，都道

府県歯会長，同窓会役員懇談会

河遁会長他役員出席

1:1日 北多摩支部総会 中久喜，福島理

事出張

16日 常任理事会

19日 卒後研修セミナー講師打合会

20円 卒後研修セミナー (開講) 河違

会長出席

211J 三重県支部総会 福本理事出張

23日 広報部委員会(企画〕

24日 卒後研修セミナー講師打合会

25日 卒後研修セミナー講師打合会

26日 広島県支部長故中川俊彦氏葬儀

安嶋副会長参列

3月3日 卒後研修特別委員会(合同〉

5日 千葉校舎記念品(父兄会〉贈呈式

吉川副会長列席

8日 学術部委員会

11日 東歯関係日歯役員，代議員，都道

府県歯会長，同窓会役員懇談会

河遁会長他役員出席

12日 新入会員(新卒者〉オリエンティ

ション (於千葉校舎〉福本，中

久喜，溝上理事出席

13日 第87回東京歯科大学卒業証書授与

式河港会長他役員列席

13日 卒後研修セミナー(第2回〉

15日 広報部委員会〈編集〉

20日理事会

21日 大分県支部総会山脇副会長，杉

山理事出張

23日 役員打合会(会長，在京副会長，

総務，会計，渉外，学術共済部理
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事各主任〉

24日 会報第 205号発送

25日 歯科衛生士専門学校卒業式河漫

会長列席

28日 兵庫県支部総会河港会長出張

29日 学術部委員会

4月2日 卒後研修特別委員会〈合同〉

3日 東京歯科大学入学式河遁会長他

役員列席

9日 卒後研修セミナー講師打合会

9日 卒後研修特別委員会(企画小委員

会〉

14日 広報部委員会(企画〉

15日 役員打合会(共済部担当理事〉

15日 卒後研修特別委員会(合同〉

17日 卒後研修セミナー(第3回〉

17日 卒後研修セミナー講師，受講者懇

談会伊丹副会長出席

19日 卒後研修セミナー講師打合会

20日 常任理事会

24日 福岡県支部総会古川副会長，津

島理事出張

26日 学術部委員会

28日 常任理事会

5月10日 卒後研修特別委員会(全体委員会〉

(注従来の合同委員会を全体委

員会に改称〉

11日 役員打合会〈在京副会長，総務，

会計，渉外，学術部担当理事各主

任〉

13日 役員打合会(共済部担当理事〉

15日 卒後研修セミナー(第4回〉

17日 広報部委員会〈編集〉

19日 学術部委員会

19日 会報第206号発送

20日 卒後研修特別委員会 ('83プログラ

ム作成委員会〕

22日 東北地域支部連合会総会板垣副

会長，斎藤理事出張

22日 静岡県支部総会伊丹副会長，伊

藤理事出張

22日 渋谷支部懇談会安嶋副会長出張



22日理事会

27日 埼玉県支部総会安嶋副会長出張

28日 四谷支部総会安嶋副会長出張

29日 全国歯科大学同窓，校友会懇話会

河港会長，伊丹副会長， 福本，

坂，天野理事出張

29日 父兄会総会安嶋副会長出席

6月4日 役員打合会 (共済部担当理事〉

7日 卒後研修特別委員会 ('83プログラ

ム作成委員会〉

9日 役員打合会(共済部担当理事〉

12日 秩田県支部総会安嶋副会長出張

14日 卒後研修特別委員会 ('83プログラ

ム作成委員会〉

15日 常任理事会

16日 広報部委員会(企画〉

19日 卒後研修セミナー〈第5回〉

19日 福島県支部総会安嶋副会長11¥張

24日 役員打合会(会長，副会長，総

務，渉外部担当理事)

27日 広島県支部総会伊丹副会長附張

28日 卒後研修セミナー講師打合会

28日 役員打合会(共済部担当理事)

7月3日 役員打合会(会計部担当理事)

6日 法人役員，教授懇談会河漫会長

出張

6日 卒後研修特別委員会 ('83プログラ

ム作成委員会)

7日 共済部委員会

10日 信越地域支部連合会総会伊丹副

会長，浜野，池上理事出張

10日 城北六区連合会懇談会安嶋副会

長出張

10日}岡山，兵庫県支部合同大会 河逃

11日l 会長，山脇副会長出張

10日 理事会

12日 会報第207号発送

14日 広報部委員会(編集)

17日 卒後研修セミナー(第6回〕

20日 卒後研修特別委員会(全体委員会〕

24日 北陸地域支部連合会総会井上名

誉会長，梅田，仲谷理事出張
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28日 常任理事会

31日 東海地域支部連合会総会河溢会

長，滝監事，伊藤理事出張

31日 東京都歯科医師会，本所歯科医師

会元会長 故矢吹水男氏葬儀伊

丹副会長参列

お月 111 卒後研修特別委員会(将来計画検

討委員会〉

10日 東歯関係日歯役員，代議員，都道

府県歯会長，同窓会役員懇談会

i"J溢会長他役員出席

12日 卒後研修特別委員会 ('83プログラ

ム作成委員会〉

21円 島根県支部総会 111脇副会長出張

21日 北海道地域支部連合会総会河透

会長，佐々木，松川県事出張

23R 役員打合会(会長， I，¥IJ会長，総務

部担当理事)

23日 常任理事会

25日 広報部委員会(企画)

25fl 乍後研修特別委員会 ('83プログラ

ム作成委員会)

2711 卒後研修特別委員会(資料作成問

題検討委員会)

:~()円 役員打合会(会長，副会長，総

務，渉外部担当理事〉

9 Jl 1日 卒後研修特別委員会(将来計画検

討委員会〉

3 [::J 役員打合会(共済部担当理事)

8日 卒後研修特別委員会(全体委員会〉

8日 会報208号発送

10日l長崎県，佐賀県支部擢災会員。I)'c

12日l害〕見舞杉山，福島理事出張

11日 佐賀県支部総会杉111，福島理事

出張

11日 四園地域支部連合会総会 1111協 I~IJ

会長，関口，馬嶋理事出張

15日 大阪歯科大学同窓会副会長，元日

本歯科医師会専務理事故野叛

暁氏葬儀安嶋副会長参列

16R 学術部委員会

16日 広報部委員会 (編集)



1行日 東歯関係日歯役員，代議員，都道

府県歯会長，同窓会役員懇談会

伊丹副会長他役員出席

18日 卒後研修セ ミナー(閉講) 伊丹

副会長他役員出席

25日 会計監査滝，Jb木肢が

立合伊丹，安嶋副会長，関rl，

中久喜，津島，菊池，浜型f理事

25日 一志会四十周年記念式典伊丹副

会長列席

26日 横浜北部支部懇談会伊丹副会長

出張

28日 常任理事会

29R 卒後研修特別委員会委員，大学幹

部懇談会河遁会長他役員出席

顕 膨 状並びに記念品贈呈者名簿

(昭和57年11月13日〕

(昭和56年5月21日褒章)

制I 綬褒京成 IU 実 干171

(敬称略〉

東京都立~)ゐ|叉南長崎1一11一10

(11{4和56年10月6日袋章〉

*，It 綬婆章 赤掘康輿 〒709-43 岡ILi県勝田郡勝央町勝間田171

(昭和57年春の叙勲)

勲 IILJ等瑞宝 章滝 義胤

iW! IILJ等 瑞宝章
勲五等双光旭日章

勲五等双光旭日:章

宮 崎芳雄

江崎 清

清水弥美子維

〒491

干030

干857

千951

勲五等瑞宝章 山 ILI 辰三 〒350

(昭和57年春の褒章)

藍綬褒章斎藤光弘. 〒359

(昭和57年7月2日褒章〉

紺 綬褒章大 -<_i 学 弘干171

o佐{和57年秋の叙翼手、)
勲五等双光旭日章

勲五等双光旭日章

勲五 ĴttJ._光旭日章

勲五等瑞宝立

勲五等瑞宝章

止
人
治
己
実

秀

術

省

柳

浦

橋

浦

藤

一
品
重

山

杉

佐

愛知県一の宮市本町1-4-19

青森県青森市青柳2-2-17

長崎県佐世保市花園町202-2

新潟県新潟市東堀前通七番町1075

埼玉県川越市旭町3-6-17

埼玉県所沢市金山町11-18

東京都豊島区西池袋3-11-5

干340司 01 埼玉県北葛飾郡幸手町中3-14-4

干150 東京都渋谷区広尾3-17-6

干292 千葉県木更津市中央l一7-22

干428 静岡県榛原郡金谷町金谷1989-1

干792 愛媛県新居浜市若水町2-5-30

勲五等瑞 宝章 阿部姓こに 干464

勲、 IJ.等瑞宝章 国沢重仲 干780

愛知県名古屋市千種区仲田2-1811

高知県高知市旭駅前町6

(以上16名〉
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昭和57年度 東京歯科大学同窓会共済部報告

(白昭和56年10月1日歪昭和57年9月30日〉

1. 火災， 水害による擢災会員に共済規程第6条第1項第2号に基づき擢災共済金(見舞金)を贈呈し

た会員は次のとおりで、す。(敬称略〉

昭和56年

10月 福島県支部五代儀昭床上浸水 10月牛込支部渡辺吉明床上浸水
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床上浸水

床上浸水

床上浸水

床下浸水

床下浸水

床下浸水

床上浸水

以上17名
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内
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佐

山

長崎県支部

長崎県支部

長崎県支部

長崎県支部

佐賀県支部
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'点'内 一良15

田代弥平

馬渡種二

昭和57年

2月 千葉県支部

4月 下谷支部

5月 岩手県支部

岩手県支部

杉並支部

長崎県支部

長崎県支部

長崎県支部

7月

逝去会員に共済規程第6条第 1項第 1号に基づき弔慰共済金を贈呈した会員は次のとお りです。

(敬称略〉

2. 

、3
ノ、
，ノ
、，，，、，
ノ、
，ノ、
』ノ、
，ノ、
，ノ

、，ノ、
，ノ
、
，
ノ
、
，
ノ
、
，ノ、
B

ノ、
3

ノ、
，ノ、
B

ノ、
1

ノ、
、El--
，，、，ノ、
1

ノ、
E

ノ
1
ノ、
‘ノ

、
ノ、
E

ノ、
B

ノ、
1

ノ
、
ノ
、
，
，
f

、、‘，，
J

、白ノ

重

湘

川

河

河

南

岡

庫

潟

野

草

潟

木

谷

製

信

廊

崎

浜

部

信

信

山

木

阪

岡

重

湘

薬

張

山

賀

倉

玉

名

三

三

歳

歌

須

鎌

ね

三

西

品

西

西

湘

福

兵

新

武

浅

新

栃

渋

山

北

兵

長

横

西

中

東

岡

栃

大

静

三

西

千

尾

和

横

・

埼

ぷ

(

(

(

〔

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

〔

(

l
l
(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(
i
k
(
上

春

夫

男

一

雄

基

鉄

調

紀

郎

子

治

融

郎

治

雄

実

久

作

郎

市

武

郎

弘

人

郎

之

男

之

広

三

雄

以

次

相

官

太

一

三

友

又

美

琢

初

久

義

A
説

明

金

高

消

茂

一

光

秀

義

芳

幸

光

保

勝

弘

信

駿

正

野

野

辺

宅

回

野

代

沢

永

下

平

井

川

橋

部

山

下

帆

問

題

沢

田

田

竹

田

村

井

越

島

西

藤

山

t
1

水

渡

三

盛

中

田

赤

光

山

小

玉

石

高

矢

小

木

古

稲

小

島

柳

長

広

木

岡

大

大

田

山

遠

春

よ世次自11(愛 媛)

宵火(世間谷〕

健夫(愛媛)

土 _'Il (世田谷〉

(:f; (福岡〉

仁〈中野〉

久(町田)

暢 夫(埼玉〕

寿二(兵庫)

利八郎 (札幌〉

広一(品 )11)

英二(淀橋〉

統男(山形〕

常賀(福岡〉

欣二〈足立〉

至(崎玉〉

義雄(兵庫)

忠 一(石 川1)

正大・(大決)

ちょiL(来信〉
良雄(尾張)

富子(岡 山〉

三国(西多摩〉

正道(芝〉

忠重(福井〉

志良11(淀橋)
_ ;Il (札幌〉

米二郎(滋賀〕

富次郎 (111 梨)

修治(福島)

清雄(尾張)

茂夫(千葉〉

山

根

附

塚

原

浦

村

川

見

前

井

川

紙

凶

川

藤

辺

村

藤

池

谷

本

条

沢

野

木

中

松

原

川

間

保

曽

笠

久

久

大

け

大

能

杉

竹

市

塩

宮

酒

柏

高

松

市

須

田

志

近

小

亀

奥

鈴

中

細

飯

鈴

田

村

栗

士

口

佐

、，ノ、
E

ノ
、
，
ノ
、
，
ノ
、
1

ノ
、h
ノ、
B

ノ、，ノ、
、，
，，，
、l
ノ、
，J

、h
ノ、
』，，、
，ノ、
，ノ、
h

ノ、
，ノ、
3

ノ
、，，，
、B
ノ、
h

ノ、
』，，、
t

ノ、
』ノ

、，J

、E
J

、，ノ、
，ノ、
E

ノ
、
，
ノ
、
B

ノ

都
附
橋
庫
同
郷
町
け
鳥
形
摩
信
浜
部
岡

川

木

康

媛

島

信

仰

媛

森

島

野

島

橋

回

国

崎

信

島

並

町

本

別

多

蔵

芝

本

京

一

泊

日

兵

茨

世

広

山

北
中
横
南
福

志

栃

兵

愛

広

東

京

愛

大

福

武

広

日

秋

町

川

中

福

杉

麹

〆。、、
f
t
、
f

¥

/

、
〆
・‘、
f

¥

〆t
、
f
t
、
f

、
/
t
、，，t
t
E
、f
‘、〆
f

、、
r

、
f

‘、〆
f

、、〆
t

、、
/
l
、〆{、
f

k

f

t
、〆，、、
/
t
、
f

k

r

・、〆
t
、
f

¥

〆a
、、
/za

‘、〆(、〆
t

・、〆
t
、、
r
t

‘、

一
之

犬

義

男

犬

治

郎

土

孝

磨

維

人

郎

夫

夫

彦

実

凶

州

春

蔵

治

彦

夫

松

道

晃

次

義

長

雄

七

夫

一一

一

三

周

千

和

美

不

弥

俊

樹

臥

将

正

克

俊

政

迷

秀

f:!J 

隆

好

令

問

友

忠

若

雅

一

普

武

隆

光

賀

口

、

水

円

迫

松

藤

井

坪

丸

月

美

原

正

木

山

地

川

原

川

阿

国

内

藤

内

田

川

口

尾

崎

山

山

高

野

佐

山

徳

関

大

小

兵

玉

大

間

望

字

上

勝

苛

杉

加

中

荻

山

川

ハ

川

川

、
水
{
子

伊

寺

福

色

沢

飯

岩

丸

栗

田

森

信弥(京都)

増治 (111 形)

健之助(:長崎)

功時(埼玉)

五郎(尾張)

~"t (宮域)
機(横浜}
1北 部/

長成〔十勝)

宰助(宮城)

伊太郎(千葉)

嘉平(山梨〉

春男(尾張)

登己寿(栃木)

武ぶ(十勝〉

博(栃木〉

音次郎(千葉〕

実(北信〉

ゲ.~ (丹 )11)

ui (1，(;1 111) 

(~~ (自主 1;1 ) 

脈治(悩 )1ー)

悦治(悩附)

佼リ)(111 11) 

長太郎(群馬〕

J:! (人必)

滋(柘i I判〕

利三郎(治問〉

恵iJl(広島〕

桃八(秋田)

進次(相北)

博(京都)

男(世田谷)

介(兵庫)

iれ

信

良

凶

米

子

尾

山

崎

部

沢

村

島

水

森

山

江

田

口

田

島

野

本

業

橋

井

輸

倉

十

牟

佐

川

石

訟

中

園

林

角

渡

五

山

神

松

阿

柳

北

中

清

大

片

渋

松

山

村

北

小

藤

千

高

永

三

名

礼
繰
小
川
汀
υ

川
的

25 



昭和56年度 東京歯科大学同窓会経常部収支決算書

〈自昭和56年 1月 1日至昭和56年12刀31円〉

ム印=予算額に比較し減額の場合

額算予
-
n口

、
，ノ

園

部
一
の
-
入
一
収
一

一科

〆
k

-

決算額

43-47年度1， 700円x 167人

4811度3，200円x 52人

49年度3，500円x 68人

50年度6，000円x 74人

.j'j¥， I J商 要

t. 
;z;;; 

入

雑

t. 
;z;;; 金

入収

研修 会等 収入

助成金

前年度繰越金 |

I (昭和36~ 39年度 700円X
I 1 40-42年度1，200円×

89人

68}、

62，529，600 A
H
V
 

Au 

a
n
y
 
nu 
nu 
au 
qo 
ム 95人

58，929，200 
51年度7，000円×

950，000 950，000 I 

1，756，173 I 

0 

3，000，000 

52年度8，000円x 101人

531ドr;t8，000円x 162人
54年度8，OOOIIJ X 203人

55年度10，000円x 917人

56年度10，000円x4，409人

。|川(新卒 5，0附0∞0即 η
l他 50，000円x 2)人¥ 

5肱 Iげ73 I広告料，利息その他
10，000 I 。

1， 250， 000 

10，000 

3，000，000 

ム

合特別助成金 2，000，000

I r三菱普通 8，731， 779 

I i三菱定期 10，320，000 

l郵便振替残高 17，508 

13，000，000 19，069，287 6.0丙9，287 

A 
口

A
U
 

}
 
cu 
nv 
qo 勾，

A
U
 。。 回， 7川~ ヲ示5， 060 1

(支出の部〉

科 目 予 算額 決算額 差 'fo: JI者 要

事 務 費

15，830，000 14648，717 ム 1.181. 283 

旅費 交辿 'fj 15，900，000 14.989，月10 ム 910，190 

福祉 厚生費 | 250，000 179，100 

通 信 790，000 551，660 ム 238.34り

電 話 料 月00，000 49~， 780 ム

印 届。 費 1， 220， 000 1. 036，172 1ム 183.828 

備品購入費 1. 100，000 中7，800 Iム I {ゼロック相 498.000 
122.200 会議周テーフル他購入 479，800 

消 耗 ロtlロ 費 180，000 185 721 5，721 

交 際 費 2，800.000 2，897，220 

慶 弔 費 1，350，000 90，000 

26 

T"T rt' 1 I1111 I I 11..1 I 



科 要|予算 額 | 決算額 | 差

海外 H:張補助費 I 350. 000 I 200. 000 Iム 150.000 

u:念 三子数料 :'1.210.000 I 2.550.200 Iム 659.800 

雑費 I 900. 1)00 I 771. 682 Iム 128.318

事竺竺 I 竺'竺L型竺~2竺竺|
広報関係費

渉外費

研修会等学術関係

1与
ヱコZ 合

雑

予備資

特別会計への繰入

同窓会)，l 念 1

J(iL脇記念:基金

名簿積立金 |

退職積立金 i

小計

次年度繰越金

A-
口 計

19.000.000 I 17.892.567 Iム 1.107.433

費

2.000.000 

600.000 

500.000 

。。
A
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n
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n
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n
J
-

q

3

q

u

A

U

 

n
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o

 

'
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o

c

o
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u
 

噌

E
Aム

ム

ム

勾

'

A

U

4

4

a仏
T

A

U

勾
，

e
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U
F
h
u
n
w
ν
 

A

U

q

o

'

1

 

0
0

唱

A

q

d

n
v

c
d
s
a
τ
 

145. 18θ ム

37.23⑪ム

3.160.323 ム

657.593 

2.502.730 Iム

3.ω ，600 I 0 |ム

M70.00~I_ 6.竺竺~

254.820 

62.770 

439.677 

57.593 

397.270 

100.000 

3.089.600 

川
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費

リ

摘

講師派遣交通費 ! 400 000 1 

l~t 費 100.000 I 

会議 'J.'( I 3， 600. 000 I 

役民会 600.000

評議員会 ・支部長会 1， 900， 000 I 1 

総会費 1.000. 000 I J 

o I (入会金
o I ~特別助成 金
I I割引電信電話
oい債券償還 金
。
。

950.000 

2.000.000 

320.000 

2.741.569 

10.000.000 

18.008 



昭和56年度 東京歯科大学同窓会同窓会基金収支決算書

(自昭和56年 1月1日至 昭和56年12月31日〉

収 入の部

科 目 |金額 l摘 要 11 科 金

支
「
l
-
目

出 の部

額摘 要

経常 部よ り

f入会金 950.000 

3， 270，000 I ~ 特別助成金 2， 000， 000

'1割引電信電話I ~~~~~O" 320，000 L債券償還金

同窓会創立80周年記念 11同窓会創立80

1，296，169 1 募金事業終了による繰 11周年記念募金

入 11事業へ繰入

924 303 1利息

日
U
A
U
 

nu ，
 

A
U
 

n
U
 

A
U
 ，
 

q
G
 

同窓会創立80

周年記念募金

事 業 より

雑収 入

三菱普通

三菱定期

14，012，990 1 ~ 安 田
貸付信託

|安 田L金銭信託

川

5，360，000 次年度繰越金 17，503，462 

三菱普通

三菱定期

安田
貸付信託

安回
金銭信託

5，360，000 

25，069 

5，900，000 

19，076 

8，860，000 

前年度繰越金

2，727，921 
1
I
l
l
i
-
-
l
i
 

-一ラ
"

ム口

I
l
l
i
-
-
1
1i
 

q
L
 
au a' 

q
d
 

A
V
 

E
-
u
 

n
w
d
 

'
E
A
 

3，264，386 

昭和56年度 東京歯科大学同窓会血脇記念基金収支決算書

(自昭和56年 1月 1日至昭和56年12月31日〉

収 入 の 部 支 出 の 部

科 摘 要 科 摘 要

経常部よ り 10n， 000 

雑 収 入 126.732 手IJ 息

前年度繰越金 2，212，095 三菱定期 2，212，095 次年度繰越金 2，438，827 I 三菱定期
i口，_ 計 2，438，827 A口h 2438，827 
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昭和56年度 東京歯科大学問窓会共済基金収支決算書

(自 昭和56年1月1日 至 昭和56年12月31日〕

収 人 の 部 支 出 の 部

科 摘 要 科 摘 要

! 照和36~42年度 I (1) 弔慰共済金
I ['~H~V3伽 肌 24.280，000 

昭和43~48年度 20万円x116人

800円x 224人 18万円x 6人

共済負担金 |一 300

昭和49~51年度 共 済 金 24.960.000 
2) 羅災共済金

1. 500円x 246人 680.000 
昭和52~53年度 20万円x 1人
2.000円x 287人 12万円x 4人

昭和54~55年度

3.000円x1，246人

昭和56年度

4.000円x4，917人 事 務 費 108，050 通信費，その他

寄 千l ノ白i、r. 200，000 故佐々木重衛門氏遺族

雑 収 入 451. 869 I利 ，「thI、

| 三菱普通 3.082.031 三菱普通 2.121. 163 

三菱定期 5，000，000 三菱定期 6.000.000 

前年度繰越金 9.976.940 Z貸，; DI 1，000，000 次年度繰越金 10，136.059 貸安付信託田 1. 000. 000 付信託

安金銭信託田 894.909 安金銭信託田 1.014.896 

l日'- 計 I3叩 4，109I £口与 計 35.204.109 

昭和56年度 東京歯科大学同窓会名簿積立金収支決算書

(自昭和56年 1月1日 至昭和56年12月31日〕

収 入 の 部 支 出 の 部

科 額 摘 要 目 |金 額 摘 要

経常部 よ り 3.000，000 

雑 収 入 l 264，847 不11 ，息
I {三菱普通 41. 182 I {三菱普通 76，029 

4.491. 182 7，756.029 
三菱定期 4.450.000 三菱定期 7.680，000 

メ口斗 メ口為 計 l7.7'56.029 
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(自昭和56年1月1日 至昭和56年12月31日)

昭和56年度 東京歯科大学同窓会退職積立金収支決算書

収 入 の 制l 支 dコ 剖i

科 摘 要 目 |金 額 l 摘 主E

経常部より 600.000 退 職 金 l 542.400 勝村事務員

雑 収 入 | 6fi. 707 幸IJ れι 、 |沼567.31退職

三菱普通 215.559 | 三菱普通 59.866 
前年度繰越金 L565m |{三菱定期 1.350.000 

次年度繰越金 | 1.68同 6I {三菱定期 1. 630. 000 
ノロ'- メ口'- 2.232.266 I 

昭和56年度 東京歯科大学同窓会同窓会創立80周年記念募金事業特別会計収支決算書

(東京歯科大学施設整備資金募金〉

(自昭和56年 1月1日至隅和56年12月31日〉

収 入 の 部 支 出 の 部l

宇十 目 |金 額 | 摘 要 科 目 l金 額 摘 要

同窓会基金 2.000.000 より 通信費 295.820

雑 収 入 89.095 利 ，息 募金諸政 3.215.265 印刷費 131.685

会合費 1.082. 730 

雑費 184.640

同窓の会繰本金 I {一金事立一念前年度繰越金 2.422.339 三菱普通 2.422.339 
へ人 1. 296.169 募入 業終了のため繰

lι込i 言十 4.511. 434 メ日L 4.511.434 

昭和56年度 東京歯科大学同窓会財産目録

昭和56年12月3111

1. 備品(購入価格3万円以上〕

品 l数 購入fド月 ;考目

1 I宛名印刷機 1

2 I冷 蔵庫 1

3 Iルームクーラ-I 1 

4 Iタイ プラ イタ ー 1

5 I ゼロックス (2350型〕キャ ビネ ット付 I 1 
6 I会議用 テープ ノレ ! 4 

7 I会議 川精子 10

8 Iホ ーノレメタンド 2

計 8 品目 I 21 

51. 8 

54 日

54. i 

54. 12 

56. 6 

56. 12 

56. 12 

56. 12 

| 購入価格

485.000 

84.000 

372.800 

232.000 

498 000 

150.000 ~ 37 600 

266. 000 i ~ 26，600 
63.400 ~ 31.700 

2. 151，却o I 

相
聞
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2 定期預金，I年通預金

Al: 1)( ノノI 相 獄 預金現在高 取引銀行名

(1)経 常 部: 定期預金 5.000.000 三菱銀行神保町支庖

/f 5.000.000 /f 

常 通預金 2.741.569 /f 

郵便J震持残，~可 18.008 東京地方貯金局

言十 12.7月9.577

(2) 同 窓 会 基 金 定期預金 5.340.000 τ菱銀行神保町支出

/f 320.000 /f 

/f 900.000 I! 

I! ]，0η0.000 I! 

/f 1 ~{()O. 000 /f 

普通 i:l1金 19.076 /f 

貸 付信託 5.360.000 安田信託銀行神H1支庖

金銭 A:i，i( 3.264.:l86 11 

17.503.462 

(3)血脇記念基金 定期 fJ'j金 2.438.827 三菱銀行 神保町支出.

(4) 共 済 基 金 i:i: JVl 'ffi余 2.000.000 三菱銀行神保町支応

11 2.000.000 11 

/f 2.000000 /f 

普 通預金 2.121.163 11 

n千11， ¥ ~E 1.000.000 :ム:FH信託銀行 j:J1'川文!古

金銭{，i'託 1.014.896 /f 

10.136.059 

(5) 名 京守 fi'l If_ 金 定期預金 1.!i80.000 三袋銀行 f1I'UII汀支応

/〆 3.000.000 /f 

11 3.100.000 /f 

ì'~: jill 預金 76.029 11 

7.756.029 

(6) 退 庫民 積一 .1L 金 i.E JUl 預金 1. 630，000 三菱銀行神保町支出

-ì'~ jill 預金 ラ9.866 11 

1.689.866 

f; 52.283.820 

31 



監 査 報 ~ 
Eコ

昭和56年度東京歯科大学同窓会経常部収支決算書，特別会計収支決算書， (即ち，同窓会基

金決算，血脇記念基金決算，共済基金決算，名簿積立金決算，退職積立金決算，同窓会創立80

周年記念募金事業決算)及び財産目録につき諸帳簿，証j墨書類を監査した結果適正に処理され

ている ことを認めます。

昭和57年9月25日

監事 滝 義 j自l ⑮

監事高木圭二郎@

昭和58年度事業計画

総務部

1. 諸会合の準備と調整並びに運営を行う。

2. 会員の入退会の迅速なる確認を行い，かつ会員現況の把握並びに名簿の補充完備を図る。

3. 母校，父兄会，学生との連携を図る。

会計部

1. 経常部および特別会計収支予算の適正なる運用を図る。

2. 会費，負担金，その他の費用の収納に努め，預金，現金，備品等の適正なる管理を図る。

渉外部

1. 各歯科大学同窓会との交流を図り，一層緊密なる友好を深める。

2. 同窓会員の歯科医政関係者と緊密な連携を保ち懇談会などを開催し医政の推進を図る。

学術部

1. 学術委員会の機能を強化して， 企画運営の向上を図る。

2. 東京歯科大学の協力のもとにTDC卒後研修セミナーを系統的に開催する。

3. 学術関係記事を会報に掲載する。

4. 同窓の母校一日入学を斡旋する。

5. 入学試験問題集を作成する。

広報部

1. 会報を年6回発行し，会員との情報交換を図る。

2. 会員名簿を編集し，発行する。

共 済部

1. 共済制度の健全なる運営と内容の充実を図る。
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昭和58年度 東京歯科大学同窓会経常部収支予算

(自昭和58年 1月1日至昭和58年12月31日〉

(収 入の 部) ム印=前年度に比較し減額の場合

干斗 Id I I沼57年度予算 !沼58年度予算 前年度との比較 椅 要

1. 200円x 50人

1，700円x 70人

3，200円× 45人

~ ， 500円 x 45ノ、

6，000円x 50)、、

~ ミ 'V1 64.905.000 76，730，500 11，825，500 7，0∞円× 50人

8.000円x 200人

10.000円x1. 230人

12.000円X5，100人
(昭和58年度改定〉

6，890人

入 dヱエ;. 5訟 835，000 
5，000円x166人

930，000 95，000 他
50，000円x 2人

(広体集他売 制作務製時数等料)間制l ~)! 入 1，615，000 6，770，000 5，155，000 題 上げ，事手 ，そ
の

研修会等収人 10，000 10.000 。
ll)J J~乙 金 1. 000 000 ム 1.000， 000 

前年度繰越金 12.000.000 10，000，000 ム 2，000，000

d仁b1h 日十

(支出の 部)

科 Ij |昭57年度予算 |昭畔度予算 前年度との比較l 摘 要

事 務 -費 45，159，000 

亦φZ口込 フト 費 17，230，000 17，820，000 590，000 

旅費交通費 16，700.000 18，870.000 2，170.000 

福祉厚生資 250，000 551. 000 301，000 合会務遂行中の傷害保険料

通 信 '&量 750，000 880 000 130.000 含試験問題集送料

fii 話一 車、} 600，000 600，000 。
~Il lJilJ 1't 950.000 3.600.000 2.650.000 合試験問題集作成主主

備品購入費 1. 000， 000 500，000 ム 500.000

消 耗 品 費 150.000 180，000 30，000 

交 際 費 1. 300， 000 2，000，000 200.000 

~ 費 1. 560， 000 2，200.000 640.000 {供花料改1件12.0州 を15.000
円に 定

海外出長 fili以)，白 300.000 350，000 50.000 

集金手数料 3.259，000 3，847，000 58R，000 {~昭0和58年度集に金改手定数料 1件
0円を600円

雑 費 620，000 600.000 ム 20.000
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科 目 |昭57年度予算 !昭畔度予算 |前年度との比較 ! 摘 要

事業費 i 23，7o0，000 I 25・990.000 I 2， 290. 000 

広報関係費 19，400，000 I 20，740，000 I 1，340，000 

渉外費 2.500，000 I 3，100，000 I 600，0000 

研修会等学術関係 600.000 I 600，000 I 0 

会合資 500， 000 800. 000 I 300.000 

講師派遣交通費 300， 000 i 300， 0問 。
雑 費 400.000 450， 000 I 50， 000 含支部長退任時記念品代

会議費 I 3800000 I 3，880，000 I 80，000 

役員会 …¥ 7… …| 
評議員会 ・支部長会 2， 000， 000 2， 000， 000 I 0 I 

総会費 1 ， ~~~.~~~ I 1 ，~~~， ~~~ ~ 1 
雑 費 I 1… 1… | 。|
予備費 I 3.161， 0oo I 5，44叩 oI 2加 500 1

特別会計への繰入 I 5.535，0oo I 8， 130，000 I 2，595・000

同窓会基金 1， 835， 000 I 930. 000 ム 905，000

血脇記 念基金 100，000 I 100，000 I 0 

名簿積立 金 3， 000， 000 I 6， 500， 000 I 3. 500.000 名簿作製，発送料等の繰入金

退職積立金 60問 O 肌 000I 0 I 

合計 I 81，365，000 I 95，44日 o I 14，仇500I 

昭和58年度 東京歯科大学同窓会同窓会基金収支予算

収入の

科目 |金額 |

経常部より | 田0，000

雑収 入 950，000

前年度繰越金 I20， 200. 000 I 

合計 I22，側，000I 

(自昭和58年1月1日至昭和58年12月31日〕

部 支 。コ

摘 要j f'l 11 I金 額

入会金

利息，その他 繰越金 I22， 080. 000 

計 I22， 080， 000 
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昭和58年度 東京歯科大学同窓会血脇記念基金収支予算

(内 11{1干1l58{ド1JJ 1 11 五 1I{1不1158{ド12JJ31日〕

l阪 入 の f骨; 支 11¥ σコ 国1
ト一一

n 1金卒L 1-1 く訟 額 摘 ~ 手、↓ 額 摘

総市;，a~ より 100，000 

雑， 収 人 130，000 利息，その他 級1 ，IJ~ ~;> 2，830，000 

前年度繰越令 2，600，000 

一一
合 2，830，000 ' 1メu斗 2，830，000 

!変

昭和58年度 東京歯科大学同窓会共済基金収支予算

(自 l昭和58年 1月 11"1 至 11f{和58{f.12刀3111) 

「一一-

*'1 

収入の部

11 金額 | 摘 手 II-!I
支出

円 |金

の湖1

領「摘 要一

、、yh
AJ川和一，

4
'
LF
 m
 

共 28，572，000 

300ドJx 50人

800ド1x 115人

1， 500P'J x 150人

2，000PJx 140人

3，000円x 160人

4，000円x1， 270人

4，000円X5，600人

H 7，485人

J七 ifi ハ
リ
ハ
りnu
 
nりnu 
ヮ“
，
 

弓

z'
ワ
ω

h
f
h
 /、

[… 25，200，000I'J 
(20万円 x126人〉

l棺 2，000，000I'J 
(火災，風水害， J也言語〕

得 H .:'I?I 100 

雑収入 ; 350，000 

前年度繰越金 I12， 000， 000 

fTβ十 140， 922， 100 

| 利息，その他
すi 1)) 1'j 1 300， 000 

合計 40，922，100

予備費 I13， 422， 100 

昭和58年度 東京歯科大学同窓会名簿積立金収支予算

(自 11{1和58年 1月 1n至昭和58年12月311"1) 

出の部

額搭a ~ 

雑 収 入 4肌 000 I 利息，その他 名簿作製 1~ 17，000，000 {名安す簿作る経製費発送料等に

前年度繰越金 11醐!醐! 繰 越 f立 900，000 

合計 I17，900 000 メロ込 H ， 17，900，000 
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昭和58年度 東京歯科大学同窓会退職積立金収支予算

(1'1 11{1和5811-1 }J 1 11 寸<11(1干1158q12) J 31日〕

収 ノ、 0) 部 支 tl:l 0) 部l

4ト 目 金 r鎖 J商 立2 il fト IJ 1~ 領 摘 事t

経常部 より 600，000 

雑 j以 入 150，000 利息，その他 l包き 会|3.180.000 

前年度繰越金 2.430，000 

1

1 

ノi_1 3.180.000 1 3.180.000 11 {、1 

昭和57年度名誉会員推薦名簿

本会会則第22条!lt2項並びに施行細則第 8条第 1項第 1J，まに基づき次の会員を本会名誉会員

に推薦する。

名誉教授鈴木弘造氏

元東京N:H'I大学教授。If，不1156.11. 25停年退戦〉

( di川柄院内科学主任教綬，内科部長〉

昭和56年11月26日東京阪科大学名誉教授の称4J援与

名とt教授 秩 山 誠 一郎 氏

元東京的手|大学教授 (IJfJ府157.3.31依願退職〉

(進学課程心理学教授，学生主任〕

II{J和57年4月 1[:j東京歯科大学名誉教授の称ー砂授与
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昭和56年度 東京歯科大学同窓会卒後研修セミナー収支決算書 (第8年次)

(収入の 部〉

(白附平1156{fo1 ) j 1 IJ 全 II{J，和56年12月31日〉

ム向J=チ算額に比較し減額の場介

科 要目__l_!';a ~ i竺 竺L子
受講料 39.960.000， 42，300，000 

(安H イ1.;火) 1 

受講料

(第 7{I次〉

組収 入

前年度繰越金

nu 
マ
'
q
d
 

FhJ
 

nh
v
 

n
コ

22.597，822 

メ>.
仁3 η

'u 
n
y
 
I
 ，
 

q
t
u
 

η
L
 

F

、uqa
 

nLO
 

兵 1 J商

2， 340， 000 I Jがl皮収入@12万×四 人@6万×ゆ5人
{ 27， 180，000 

甫j1j'.)立収入総腿金jJ.si主主(前受金)15，120，000 

5， 8~0 ， 000 1次年度受講料収入(前受金〉
@12万 x44人@6万x9人

百|ー 5，820，000

5，820，000 

2，105，714 

22，597，822 

1， 140，344 I利息，その他

[前年度繰越金37，717， 8221サの内15，120，000円

1

1第6年次前受金のため受講料収入に振替

9，300，344 1 72 ， 823三~

(支 出の 部)

科目|予算額 |決算額 |差異 | 嫡 安

講師謝礼費削 I 4，2即，000I 4， 280， 000 I 0 I務自雌人数 却名
(同 I 1， 100，000 I 666，655 ，ム 433，345 I 延人数 31名

資料作成費 I 1，700，000 1 660，000 Iム 1.040， 000 I 妊人数 201'，

役 務 銭 I 2，300.000 I 1，45弓，540'ム 844，460 I怖助比その他

事務委託費 1.4ω，000I 1. 440. 000 1 0 I 56/1 ~56/1 2 
設 蛍 費 I 14.023，192 I 9，895，244 ム 4，127，94817回(延日数7日)経団連会館

旅費交通費 I 9，000，000 1 5，907， 540 Iム 3，092，460

通 1，'; i'i I 1. 500， 000 I 1， 959. 020 I 459， 020 
印 刷費 I 5，000，000 I 4，598.415 Iム 401.号85

75.540 1ム 24，460

19峨，160Iム 301，840

消耗品':t'i 100，000 

資 材 備品費 500，000 

受講証関係強 1. 400. 000 

~ ト 議 設 5，000.000 

広 告 tま
雑 費 300，000 

渉 タト 'lU 1，000， fJOO I 

委託研究貨 2，400.000 

予 費 7.180.000 

積立金繰出 | 4，500，000 

次"H変繰組金 |

1，343，100 Iム

4. 160.246 Iム

408，000 Iム

278，820 ム

術， 345Iム

56，900 

839. 754 

392，000 

21. 180 

534，655 

2.400，0001 0 

01ム 7，180，000

4. 500. 000 I 0 I杭立金会計に繰入

Ir繰越金中第7年次前受金5，820，0001'Jを含む
28. 131. 911 I 28， 131， 911 1¥定期(富士銀行)25，000.000円.普通(富士銀行〉

Il3， 131. 821円，郵便振替残高90円

合 計ア 函記5耳石示三3i1-9， 300. 3瓦
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昭和56年度 東京歯科大学同窓会卒後研修セミナー積立金

(収入 の部〕

(Li 1Ie，和56"1三1JJ 1 n i; II({ 拘 156 ~1 1 2 )J:H 日〉

ムドfJ=予算額に比岐し減額の場合

f'1 日 決算額 |差 喜g

前年度繰越金 q
L
 

d
ny
 

A
U
 ，
 

nu 
nu
v
 

F

、υ。onu 
nリハUnu 

nu 

p

、υ。。

人川
肌鮒 638.391 

当年度積立金 4， 500， 000 I 4. 500，000 

イI ~.十

11荷

前;1'.)え繰越金

イ内 訳

11 (1) (山券購入払込額 8.491，8即 l

I I (11{155. 5 30購入〉
42 1 1 
1 ) (第261[!.'1矧l.ui9，130.000円

(11(156. 6. 27償泣〉

(ヱ) JIj凶作l余 8，1871'J 

(:1) i'~:j凶íJi <iè ヰIJμ421'J

~!r収入

1)') .J: 
63月，391I r(l) i'~ j位以金利息 20.11'1 

l(:!) fu券償泣利息 638，1871'J 

GH2611日11-[1券56.6.27償j':J)

"(1:を(iJJ修七ミサ一二，:，;(より級人

1 1附 6.2.27 4，500.000 

1)、) ;O{ 

o r(l) 依券購入払込狐 4，495，112 
1 (56. 2. 27購入〉

11 (制的 1"1刷 4. 780， 0001'1) 

I (57. 2. 27償法〕

1 (2) 衿通行l金 4，8881'1 

句
、

u
qδ 
aA守
'
 

n内
U

-
q
3
 
po 

(支出の部〉

f4 目円ー吋1瓦主自|糸 ~~~. 

次{j'.度繰越令 13.000，000 13，638，433 

f向 安

次イド!止繰起~/'Lê

|付 ~{1(

• ((1) !u券購入払込似

638，433 I I (jノ !X12691"li与Ijf.;' 4，495， 1121'J (56. 2. 27PJ1i人〉

② ~12731!.!]割い 9.138，360I'J (56.6 271腕入〉

小計 13，633.472I'J

(2) 普通預金 4，961円

介 訂 13，000，000I 13側側 | 側 433!

次年度繰越金 内訳

(1) 日本山券信用銀行渋谷支j占

① 第 269四割信購入払込額 4.495， 1121'J (56.2.27払込)傾f(II 4， 780， 00011 J (57. 2. 27償還)

② 第 273回割信購入払込額 9， 138 360円 (56.6.27払込〕額凶i9， 660， 00011 J (57. 6. 26償還〕

小 計 13，633，472円 14，440，000円

(2) 普通預金(日本依券信川1銀行渋谷支!山) 4.9611'J 

合 JI 13，638， 433PJ 
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昭和56年度 東京歯科大学問窓会進学指導セミナー収支決算書 (第9回)

(収入の部)

CI"I 昭和56年1月1日 歪 昭和56年12月31日〉

ム印=前年度決算額に比較し減額の場合

科 'Jl.i 

， .._. - . I 昭和 56年度決算 額
n 昭和55年度 1-----，-------， 
(決算額) 56~ 1 ~ ~ -:-_ I 56. 6~ 2~:--. _ I 会
| 1 .幻まで 12.31まで'"

受 講 料川叩一iド円1凶6… O川11叩7日叩5臼2… |ムω山1η7臼悶5.0∞00

1問題集売上げ@6，000円
780.756 1ム 214，87<.)1 i x56組=336，000

ム 1 Il利息 444. 756 

竺1Jtl*i1li出 制29516竺判 。い571).6191 2山

合 計 23乃山01μ582.127 ム17，224. 752 1 7，357. 375 1ム16必7日5I 

Aクラ ス 14， 195，000 I 山 8S.000Iム15術，000

Bクラス I2・2飢 000 2. 040. 000 1ム 乙O札 000

995.635 480，508 ::100. 248 

典主厄

一

品品

{昭和56年度進学指導セミ
01ムl抗.455.0001 {ナー中止

l (昭56.6.29返金)

01ム川 95，000U Aクラス@95，000円×
l 163人=15，485，000 

01ム 2，260，000I ~B クラス@20 000円X
Il 102人=2，040，000

(支 出の 部〉

不十 :% 

昭和 56年度決算額
日 l附 55年度 | 一一ー
(決算領) 1 56~ l:..! --::-_ I 56.?:.. 2~:". _ I 合 11 

12.31まで:.1 ・ 1 

講師l謝礼費 3，600，000 。 1， 900， 000 
資料作成費 410 000 0， 190.000 

吾i♀~しL ，日号"、; 費 7.464.630 。| 。
f:1J 開1 貸 1997.888 1， 758. 500 

役 務 費 0， 。
旅まま交通費 1. 671. 220 170，000 

Aι-
.lr. J尚 豆!

一 一一一『

1， 900， 000 1ム 1.700. 000 1講師7人

190，000 1ム 220，000 1講師7人

01ム 7.464，630

2.040，110 42，222 1受講案内，テキスト等

01ム 82.614

171， 020 1ム 1.500， 200 1講師，その他

消耗品費 66.1司oI 6，529 I 9. 880 I 16，4ω |ム 49.771 1 
会 議 費 I1，6れ 66.1I 間的1I 749，361 I 1. 270， 252 Iム 372.412 I講師打合会等

1::'7 C:A{¥ I ACA ')AA I r.:01 0014 I 'lOn  0114 15受講料返金，テキスト等
通い賀 2泥，070 ~ 57，540 I 4悦 '344I 521， 884 I 2的.814li送料
雑賀 1 51 0450 I 5，940 I 18.000 I 23，940 Iム 27，105

支 出 計 I 17， 218. 311 873，悶 | 弘口悶2鉛6印飢仰O仏Mω，0ωOω附85刊16， 1悶臼印5川|ム川
未執制行額叫16，576ω 23. 708，5971ム払 484.8371 1. 223， 760|ム 5，352，859I悩坤辿 1，223，760

代訂 23，794.930 24 ， 582 ， 127 ム17， 224 ， 752 1 川 375 1 山~7，~55 1
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女学位記授与

第285回(57.3.16)合格第286回(57.4.19)授与

佐藤 裕(生化第681号乙359号〉

本田富彦(口外E 第682号乙360号〉

市岡功己 (衛生第683号乙361号〕

第285回(57.3.31)合格第286回(57.4.19)授与

見明康雄(病理 I 第684号甲323号)

棲井 蒸(補綴 l 第685号甲324号)

第286回(57.4. 19)合格第287回(57.5.10)授与

近藤祥弘(保存 I 第686号甲325号〕

第287回(57.5.10)合格第288回(57.6. 7)授与

上回祥土(保存国第687号甲326号)

二木昇瑞〈薬理第688号甲327号〉

小島慎也(保存 I 第689号甲328号〉

津村暢之(微生物第690号甲329号〕

佐々木良紀(衛生第691号甲330号〉

棲井絵理子〈保存 l 第692号甲331号〉

*退職の御挨拶 (秋山誠一郎教授〉

昭和57年3月末日を以て.長

い間お世話になっておりました

東京歯科大学を退職させて戴き

ました。昭和27年10月から予科

の非常勤講師として，同30年4

月からは新しく設置された進学

課程の助教授として，また同36年4月から教授と

して， 29年6カ月にも及ぶ期聞を勤めさせて戴い

た次第であります。これも偏に皆様方の御厚情，

御鞭縫の賜と篤く御礼申上げます。

90余年の歴史のある学校に，私の人生の大事な

時期を過すことが出来ましたことは，甚だ意義の

深いことでした。創立記念日と私の誕生日とが同

じ日であることも亦奇しき縁しであります。

稲毛に移られて間もなく一年，そこて¥新しい

革袋に新しい酒が醸され始めました。入学して直

ぐに専門科目も学ぶことになり，今の進2が最後

の進学課程の学生となります。新しい酒の出来具
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合を楽しみに致しております。

振り返って，唯長く勤めたとい うだけで何等為

す処のなかったことを想いますとき，内心恒促た

るものがあります。にも拘らず，大学からは名誉

教授の称号を授与され，また歯科衛生士専門学校

からは名誉講師の称号を贈られ，私の分に過ぎた

事と，恐縮致すのみであります。誠に有難う御座

居ました。

最後に，東京歯科大学の一層の御発展を祈り上

げます。

(尚，私は 4月1日付で茨城大学教授に採用さ

れ，教育学部に勤務致しております。今後は，私

の郷里で，いささかなりとも御役に立ちたいと存

じております。〉 秋山誠一郎

履歴書

秋山誠一郎

生年月日 大ll.2. 12 

本 籍茨城県

現住所東京都世田谷区千歳台2-19-8

略 歴昭 15.3 茨城県立太田中学校卒業

15. 4 慶応大学予科文学部入学

19. 9 慶応大学予科文学部修了

20. 10 慶応大学文学部哲学科(心

理学専攻)に復員により復

山寸ιー

23.3 慶応大学文学部哲学科 (心

理学専攻〕卒業

23. 4~30. 3 慶応大学医学部神経科教室

助手

27. 1O~30. 3 東歯大予科非常勤講師

30.4~36.3 東歯大助教授

35. 12 医学博士の学位記受領(慶

応大学〕

35. 4 東歯大歯科衛生士学校非常

勤講師

36. 4 東歯大教授



36.9~53. 3 慶応大学体育研究所非常勤

講師

37. 7~39. 3 法務省中央矯正研修所非常

勤講師

54.4 明星大学大学院人文学研究

科非常勤講師

54. 4 明星大学人文学部心理 ・教

育学科非常勤講師

研究業績 論文発表 15.口頭発表 11 

女昭和57年度進学生オリエンテーション

昭和57年4月より専門課程へ進学した進学生

(150名〕に対するオリエンテーションが4月2日

〈金〉第4教室で午前9時30分より行われた。

まず，松宮誠一学長，高木圭二郎副学長，金竹

哲也学監 ・大学院研究科長，高橋庄二郎千葉病院

長，見明 清教務部長，中久喜喬学生部長，堤

環二学年主任の各教授の挨拶のあと学務関係，事

務関係および学生会関係のオリエンテー ションが

行われた。

女昭和57年度大学院歯学研究科入学式

2月15日 (月〕の学説 ・商接試験. 16日 (火〉

の身体検査の結果入学が内定していた27名に対す

る昭和57年度の本学大学院歯学研究科入学式が4

月20日 (火〉千葉校舎第2・3セミナ一室におい

て挙行された。式は，大学院研究科の教務 ・学生

部長町田孝雄教授の司会 ・閉式の辞にはじまり，

松宮誠一学長の入学許可書授与および告辞，つい

で金竹哲也研究科長の挨拶が行われた。これに対

し学生代表の高野直久君が力強く宣誓を行い，

閉式した。

入学式につづいてオリエンテーションが行わ

れ，さらに，学外オリエンテーションとして 5月

13日 (木〉から15日 (土)までの 2泊3臼の日程

で本学厚生施設である重要科寮で行われた。

入学者は次の通りである。

昭和57年度 大学院歯学研究科入学者名簿

高田克重病理(1 ) 下津浦末博薬 理

中山行雄歯科理工 山本秀樹口腔衛生
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青木宏道保存(1 ) 加藤広之保存(1 ) 

長野恭輔保存(II) 角田 満保存〈皿〉

高森幸生保存(皿〉 富士田隆保存(Ill)

久保周平小児歯科 黄 麗附小児歯科

難披哲夫小児歯科 高野正行 口外(1 ) 

正木 目立 口外(1 ) 高野直久 口外(II)

金山 昇補綴(1 ) 中沢 章補綴(II)

野嶋昌彦補擁(II) 辻 吉純補額〈皿〉

富山雅史補綴(田〉 宮下英一郎補綴(Ill)

山倉大紀補綴(皿〉 小太万健二 矯 正

坂本輝雄矯 正 '凸古.-=1口= 誠オーラノレメディシン

↓吉沢忠夫 オーラルメ
ディシン

女昭和57年度教員新任式

昭和57年度新規採用の教員17名に対する新任式

が5月11日(火)午前10時より千葉校舎第8・9

セミナ一室において挙行された。このうち，本学

新卒者で助手採用となった者は101iで，氏名はつ

ぎの通りである。

山根秀樹病理(II) 矢崎欽也薬 理

杉山節子保存(1lI) 鹿郷峰敏補綴(1 ) 

飯田惣ー補綴(1) 斎藤 守補綴(1)

木村敏之補綴(皿〉 栃木茂生補綴(ID)

小山 亨歯科麻酔 井川淑子歯科麻酔

女昭和57年度特別研究生入学式

昭和57年度特別研究生入学内定者32名に対する

入学式が5月11日午前11時より千葉校舎第8・9

セミナ一室で挙行された。入学者はつぎの通りで

ある。

林 栄言等 解 剖 横矢重光保存(1)

渡辺英弥保存(1) 飯田早苗保存(J[)

大島みどり 保存(l[) 佐々木昭弘保存(J[)

中村寧子保存(lI) 黒沢秀一 保存(ID)

山口徹也保存(皿〉 寺内洋一 保存(ID)

山梨清三郎 保存(ID) 大野裕子小児歯科

岩田和久 口外(1) 三宅 晋口外(1I)

市ノ川義美 口外(lI) 金子紗由美 口外(1I)

田中潤一 口外(1I) 武藤 彰補綴(1I)

久野昌士有Ii綴(]_) 戸田古 泰晴補綴(1I)

岡崎正史折Ii綴(1I) 大関なおみ矯 正
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福島大平オーラ
ディシン

赤塚のぞみオーラノレメ
ディシン

小)11 隆オーラルメディシン ILi口 雅弘オーラノディシン

森本 光明オーラルメ
ディシン 平野則之水道橋病院

西山 潔水道橋病院 島田 清純水道橋病院

江田 保広水道橋病院 西村エリ子水道橋病院

女歯科総合診療室開始について

水道橋病院長

長谷川正康

東京歯科大学水道橋病院は，従来の診療方式を

改め，病院全体を歯科総合診療にすべく計画を進

めていたが，諸般の情勢から，とりあえず，新鮮;

6階を改装，整備して，ここを歯科総合診療室と

した。ここで教員による 1口腔単位の診療(GP) 

を昭和57年4月19日(月〉から開始した。

診療に従事する教員 (医員〉は5月現在4名

て¥その指導には病院長，副院長はじめ各専門分

野の4名の教授が当っている。なお， 6月からは

歯科総合診療室勤務を希望した特別研究生5名が

臨床基礎教育を終えて入局，本診療室担当の病院

長以下9名編成となる。

開所の 4 月(l9~30日〉患者数は新患32名 ， 再

来140名，計173名で， 1日平均患者数は7名。

5月 (27日現在)患者数539名， 1日平均26名

である。今後，新人入局により，さらに多くの患

者を，より良き歯科医療の提供ができるよう努力

するとともに，本来の臨床のための臨床教育，臨

床研究をも進めて行きたL、と思っている。

女 「ヒポクラテスの木」

本学キャンパスに植樹される

わが国の大学や研究施設には，医学の祖ヒポク

ラテスを偲んで「ヒポクラテスの木」といわれる木
すずかけ

があります(和名は「鈴懸の木」学名は Platanus

orientalis L.)。 ヒポクラテス生誕の地であり，

ヒポクラテスが医学を教授したゆかりの地ギリシ

ャのコス島にある原木から，わが国に移植された

ものです。

本学にも本年4月30日に， この「ヒポクラテス

の木」が進学棟の東南側に松宮誠一学長の手によ
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って植樹されました〈写真〕。 本学に植樹された

「ヒポクラテスの木」は， 1955年， 111形市の医師

篠田秀男博士がコス島から持帰られた株から育成

した若木の一つで.岩手医科大学のご厚意によっ

て本学に分与されたものです。昨年高木佳二郎副

学長，金竹哲也学監に造園計画の中でご検討いた

だき， 10月には松宮学長から岩手医科大学の三田

俊定学長(当時〉へ文書をもって分与の手続きを

進めておりましたが，本年4月28日，高江洲義矩

教授，萩原義雄庶務課長が出向き，盛岡から陸送

しましTこ。

現在， Iヒポクラテスの木」は初々しい青葉を

湛えて，新生母校の象徴のーっとして順調に成長

しています。

ヒポクラテスの簸言と共に，本学の教育，研究，

診療の指標となることを一同と共に祈念したL、と

思います。

最後に，今回のヒポクラテスの木の分与に寄せ

られた岩手医科大学の三田俊定理事長，小原喜重

郎学長，鈴木隆歯学部長，一戸孝七教養部長，

石渡隆司教授各位のご厚志に深甚の謝意を申し述

べます。 (高江洲記〉

女フロリダ大学歯学部ギャリントン教授，スタ

ンレー教授本学を訪問，特別講演会開催

東京歯科大学の姉妹校，米国フロリダ大学歯学

部の副学部長， G. E. Garrington教授並びに病

理学主任 H. Stanley教授が， 5月上旬に相次

いで来日され， 5月12日(水〉には特別講演会を行

い 5月13日(木〉には本学を訪問された。

特別講演会は東京九段のホテルグランドパレス

にて，松宮誠一学長の主催のもとに，田熊庄三郎

教授と石川達也教授を世話係として聞かれた。官

頭に松宮学長の開会挨拶があり，つつ'いて田熊教

授による両教授の紹介が行われた。 Garrington

教授が顎腫蕩の病理に関する，またStanley教授

が歯髄の臨床病理に関する世界的権威であること

は周知のことで，両教授とも，米国NIHに在職

当時からの田熊教授の友人であることも何かの機

縁であろう。 Stanley教授は“Thechinicalsig-

nificance of human pulp studies"， Garrington 



教授は“Sarcomasof the jaws"とし、う演題で，

同時通訳付約2時間30分にわたって講演した。そ

の後，松宮学長より両教授に感謝のプラークが手

渡され，石川教授の挨拶をもって閉会した。参加

者は，北は東北大学，南は九州歯科大学の，全国

各地の歯科大学より集った病理，保存， 口腔外科

関係者計 100余名で，質凝応答も活発に行われ，

きわめて盛会であった。

翌5月13日 1)可教授は本学千葉校舎を訪問，鹿

島俊雄理事長，松宮学長と歓談の後，本学主催の

昼食会に出席し，時を同じくしてやはりフロリダ

大学より本学に滞在中の P.J. Heins教授や本学
教授らと交歓した。午後は学内を見学，新らしい

設備等についてはもちろん， 90余年に及ぶ本学の

歴史と貴重な業績にいたく感心の様子であった。

その後両教授は新緑の日本を楽しんだあと， 5 

月19日(水)， 5月21日(金〉に相次いで帰国の途に

ついた。(柳津記〉

女海外往来

o William B. Clark 

(Assistant Prof. of Basic Dental Science 

and lmmunology/Medical Microbiologyフ

ロリダ大学〉

4月2日より 4月30日までの約 1カ月間にわた

り，微生物学教室に滞在され，数回のセミナーと

講義をもたれた。

。FlankJ. Courts 
(Assistant Prof. of Dept. of Pediatric 

Dentistryフロリダ大学〉

4月4日から 5月4日までの 1カ月にわたり小

児歯科学教室， 口腔衛生学教室に滞在され，講義

の他にオープンセミナーなどを担当された。

。浅井康宏教授

浅井教授(保存学 I)は，南カリフォルニア大

学歯学部における研修と講演のため，米国へ向け

4月26日から 5月9日まで 2週間にわたって出張

された。

。羽賀通夫教授

羽賀教授(補綴学II)は，米国カリフォルニア

歯科医学春季学会に参加のため， 4月29日から 5
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月91:::1までの|出出張された。

o Harold R. Stanley 

(Proffesor and Chairman， Dept. of Oral 

Medicineフロリダ大学〉

George E. Garrington 

(Assistant Deanフロリダ大学〉

両氏は，病理学第 1講座，保存学第3講座のお

世話で， 5月12臼オープンセミナーをもたれた

(関連記事別掲〉。

。DonL. Allen 
(Dean of College of Dentistryフロリダ大学〉

アレン教授は5月18日来校され，学内見学をさ

れた。

。MarwanAbou. Ross 
(Chairman， Dept. of Endodontics南カリフ

ォルニア大学〉

5月12日来校され，講義を担当されたほか学内

を見学された。

女人 事

辞 職議 自fi 尚橋義一(口衛〕 57. 3.31 
。 玉井久貴(補綴 1) 57. 4.30 
日jJ 手高橋秀樹〈保存 1) 1/ 

1/ 加藤 良一〈市病外科)57. 5.31 
1/ 市川栄基(グ内科〕 11 

補 職教 授河野静也(学生主任)57. 4. 1 

!r:!- 任官霊長え冨田友美子(生化学〉 57. 4. 1 

1/ 山口秀晴(矯正〉 1/ 
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トピックス

大正八年卒業です

大正5年3月に上京し，美作出身者の寮に入寮

したυ 本郷の森川町にあって，東大の正門に近か

ったけ上京してから，寮の食堂で哲学者(故人〉

出隆さんに試験の日を尋ねられたことがある。 4

月1日ですと答えたが，後で考えてみると，少し

も勉強しなし、から，戒められたのかと気がつい
~. 

'ー。
受験，合格，入学した。当時全国の歯科医師数

は2，500人。希望にあふれで入学したものだ。

校長は血脇先生，教頭が奥村先生，解制が井上

先生，生理が永井潜博士，病理が今博士，修身が

得能文博士， 日本の一流学者ばか り。生徒の方も

これに負けない顔ぶれだったと思うが，どうかし

ら。大正8年10月に卒業し， 12月に歯科医籍に登

録した。番号は4505号n 浅草の池野谷歯科医院に

勤務。大IE9年8月郷里で開業しt-:.o 11券田郡内で

は唯一人の歯科医であった。

大正12年の震災，第二次世界大戦の爆撃にあわ

なかったのが，今日生きている原因だ〉

昭和47年に，勲五等双光旭日章の叙勲を受けた

のは，大正11年から昭和38年まで勤務した勝間回

農林高等学校の推薦によるものだ。これは野人に

とって意外だった。足が悪くて受章式にも，同窓

会の祝賀式にも山席できなかったのは残念であっ

た。勲記には，国璽と総理大臣の名が入れてあ

る。大臣は佐藤栄作。この栄作は叔母池上芳子の

養子池上作三の甥なのも奇縁であった。

昭和48年には，多年保健，教育の振興に努力し
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名誉町民 赤堀康 輿

たことを理由に，勝央町名営町民に推載された。

教育の振興にどんな努力をしたか，

書くことの好きな私は，戦後綴方の時聞が，時

間割から消えたことを残念に思って，小学校に作

文賞を贈った。翌年には，中学校に体育賞，高等

学校には科学賞を贈った。現在この賞の基金は，

小，中学校が400万円，高等学校が100万円になっ

ている。勝央町では，条令を作り，赤堀教育振興

基金を作って下さった。このことで昨年には紺綬

褒章を受章した。

中学校では，体育賞を受けた生徒が百名を越え

ているのは嬉しい。この三賞の創設は，小，中，

高と三枝の歯科技医をしていたから，生徒の歯牙

の発育と身体の発育との関連を調査することがで

きt-:.o この結果各校の教育のポイントを私なりに

発見し，それに終えたつもりである ，

私の顕彰会を作り，胸像をたてて差上たし、とい

う申出もあったが，それを断り，形なき胸像，こ

の赤堀教育振興基金をふやすことを念願としてい

る。

年すでに85歳，耳も脚も役にたたなくなったか

ら，この7月末で診療をうち切った。

昨年3月に妻を失い，長男は内科医で東京練馬

で開業している。歯科の後継者はない。

淋しさをのり超えるために，只今本の出版に熱

中しています。

同窓の御健闘を祈ってやまなし、。

昭和57年10月5日



支部のうごき

埼 玉

埼玉県支部同窓会は，去る 5月27H(木)，午後

4時30分から，大宮予防歯矛|センターホールにお

いて，昭和56年度定時総会を開{忙しました，

当日，総会にさきだって，午前9時から，鴻巣

カントリークラブにおいて，特別参加していただ

きました瀬端教授とごいっしょに，多数の会員が

参加lして，親睦コ'ルフコンペが行われました。微

風，快IINの素H附1庁Tらしいh五:片晴
ア一が続出しし'楽しい 時を過しましたO

総会には，本部から副会長，安嶋宣忠先生，大

学からは瀬端正之教授がご出席下され， ご挨J歩を
いただきました。

ついで，議長に鈴木国夫先生を選出し，議事に

人りました。議事は，すべて現案通り可決，決定

され，つづいて役員の改選が行われ，次の新役員

が決定しました。

支部長 海野陽 (S. 20年卒)

副支部長 中島巌 (S.30年卒)

金子雅英 (S.29年卒)

江川郁夫 (S.22fl三卒〉

I~鳥問幸一 ( S . 30年半)

県 支 音日

前支部長，加島忠道先生には，長い間ご苦労さ

までした。心からお礼申し上げます。

総会終了後，場19rを大宮市民会館内， レストラ

ン山水に移して懇親会が行われました。

ゴルフコンペでの表彰後， 本職の落~tt~反 lilti匠の

司会によ って，なごやかな，来しいうちに一夜も

更け 'IIIJ散会しました，

111111反-先中一
の受?立を祝う令

斉放光生先生

存の叙勲，褒章において， IIIIJI辰三先生には勲

五咋瑞宝章を， また斉藤光生先生には藍綬 9~ Ifi:を

それぞれ受章なさいました。

11可先生の受章を祝う会が，崎玉県|司窓会主催の

もとに，去る 9月4H (一1:)，大宇;市サンパレスに

おいて.開催されました。当日は多数の同窓会員

に加えて，参議院議員，県歯会長，関口恵、造先生

にも，お忙がしいなかをご出席をいただき，ご祝

辞をたまわりました。

両先生，まことにおめでとうございました。ご

健勝で，ますますご活躍されますよう，折ってお

ります (氏家記〉

横浜北部支部

秋晴れの去る 9月26日(日)，東京歯科大学同窓

会横浜北部支部の会員，家族および従業員の親睦

栗拾い大会が横浜市緑区内の栗林で催されまし

た。

150名の出席のもと， 三島支部長の挨拶で始り

化}I:長IJ支部長の司会で来賓の諸先生ブjの紹介，本

学より田熊教授，見明教授，同窓会本部より伊丹

副会長，藤田神奈川県民生部保険課技官，同問保

課上村医官，久し振りでお逢いする関山先生。又
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M下各支部長昭和大尉学部から東教授，若月教授
も見えられ賑やかな顔ぶれの中に午前11時野外パ

ーティが開宴されました。

本年は台風10号， 18号の影響で栗林がし、たみつ

けられ束の収穫は少なかったわけで‘すが，設営さ

れた模擬!占で、は会員の先生方の前掛姿も回を重ね

るに従い絞につき， ピンセット持つ手にウチワを

もち焼そば，焼とり，焼もろこしと大奮闘，奥様

方はおでんの煮込み盛つけと大忙し生ビール，



ワイン，お酒をくみ交すうちに用意された10キロ

の餅米がたきあがり皆様の力を借りての餅っき，

慣れない手つきで杵を振り上げ悪戦苦闘，できあ

がったばかりの餅を食べながら一息入れたところ

で今度はさつま芋掘り，餌に集るピラニアの如く

たちまちの うちに広い芋畑も丸はだか (写真で披

露できないのが残念です)。参加されたお子様に

47 
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は“お楽しみ袋"が配られ大よろこび広い庭を走

り廻っておりました。

楽しい時聞が経つのは早いもので午後3時を過

ぎると飲物，食物も底をつき，最後に見明教授の

音頭で母校東京歯科大学，東京歯科大学同窓会の

今後益々の発展を祈念しての万歳三唱で閉会にな

りましたわ (土橋記)



クラス会だより

事斤
A
Q
一品窓

放 角田幸助君を追悼す

(昭和56年12月13日死亡行年86歳〉

大正8年に，当時の東京

歯科医学専門学校に入学を

した私共の同級生中で，角

田幸助君が妓年長の故を以

て私共の級総代に選ばれ

た。何分当時の学生は悪童

ばかりで¥学校当局もその

統制には往生をしていた

が，流石に総代の角田君は，年長のせいもあっ

て， どうにか級をまとめ，その手腕に期するとこ

ろがあって，卒業の 4年後まで，どうにか級総代を

まとめ続け，その功績は立派であった。

角田君は，東北特有の頑健な体格の持主でもあ

ったので，角撲部の選手などもっとめたが，私が

部長をしていた短艇部の選手でもあったのi背手中
の三層漕主として中心をなした。墨田川の向島に

艇庫があったので，当時は随分と向島通いをし

Tこ、

大正12年に卒業した私共の多くは，卒業とIliJ時

に自己開業する者が多かったが，角田君は帰国と

同時に郷里の仙台市の逓信病院の歯科部長に就任

し戦時中一時応召のため中断したことはあった

(大正12年卒)

が，終戦後もまた同病院に復員し停年に至る50

有余年を公務員歯科技師と終始したことは，まこ

とに偉とすべきである jf七位勲四等の叙勲の如

きは当然、の功績である

昭和56年の12月に母校の千葉校舎落成式に私が

卒業生代表として11¥fIil~すべきであったが， 私が健

康上の支障で，角田幸助君が，その代理lとして仙

台よりはるばる千葉の祝典に出席をしたが，この

ことは後で判明したことであるが，当時角田幸助

，{tは，肺から明頭に豆り広域の癌病に犯されて，

千葉旅行が無理となり，帰宅後病状とみに悪化し

て，遂にその一生を閉じた。まことに残念なこと

であるが，私共同級生としては，千葉の新校舎を

見ることの出来た最初の人で、あった。そのことは

彼角田幸助君もさぞ満足であったと思う。大正12

年卒業の新窓会員も，いよいよ淋しく特に角田君

の死は私にがくんと来た。角田君よ，どうか安ら

かにお眠り下さい。私も九州、|の一角に今に健在で

ある 1 以て新窓会員最後の一人たることを自ら任

じている。

昨日作の私の旬に云く

栗強くわれ百歳に後幾つ 小石

(小田喜右衛門記)

昭
A
Q

E
 

伍

昭和9年卒業昭企会の総会

昭和57年度昭伍会の総会並びに親陵会は 9月8

日から 3泊4日の旅程で、北海道で・行われた。第1

日9月8日13時15分釧路空港着総勢29名ただただ

再会を喜び会う。直ちに阿寒湖に向う丹頂の里を

見物しながら阿寒湖畔に到着。マリモを見学して

昭和 9年卒

午後6時から総会，渋谷会長の挨拶，会務報告，

そして物故会員の霊に心から黙轄を捧げ冥福を祈

った後第1日目の楽しい夕食会を迎えた。

第2日目阿寒横断道路を経て霧の摩周湖に到

着。特産のジャヵーイそのバタ ー焼を頂きながらそ

の美しさに見とれる硫黄山，川湯温泉そして漁港
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斜里ーを経て日本最東北端，知床に向う。 4時半知

床ウトロホテルに到着2日目の懇親会は6時半か

ら飲んで唄って楽しい一夜でした。

第3日目知床横断道路を経て羅臼港に着く ，途

中根室標津の薫別川にのぼってくる秋サケの解化

場を見学，中標津空港からプロペラ機で札幌に午

後6時到着，札幌ホテルでは最後の本当の北海道

の味を吟味して食繕へニシン，ホタテの貝焼き等

で明年度の総会迄北海道を忘れない様に最後の一

夜を楽しく過した。第4日目札幌の名所サッポロ

ピールで昼食，午後二時千歳空港に向い散会した。

クラス会だより ー

出席者及川，藤林，聾，荒井，武藤，亀山

(3名)，石田，渋谷，以k同伴組，山口，回能村，

服部，薬師寺，痢内，村尾，安保，岡本，大津，

田村，字斐，期間，岡野 (服部記〕

この度の総会において服部，岡野両君には多大

なお世話を頂き厚く御礼申し上げます。

なお58年度総会は卒業以来の50周年を58年5月19

日， 20日， 21日2泊3日間の予定で東京中心に盛

大に開催の予定，いずれ詳細を御報告致しますn

(渋谷記〕

鹿 鳴 ゐ一品

古希を超えた人，または直前の人など，この年

齢になると年ごとにクラスメートがなつかしくな

ってくる。

10月19日午後 1時，名古屋駅新幹線コンコース

壁画前にご夫婦づれ18組，娘と孫づれ 1組， 単身

参加11人，合計49名の老人クラブ然とした面々が

集ま った内

しかしどの顔を見ても元気で手を握り合い大声

で話し合い，とても老人クラブの集りとは見えな

い愉快なフルムーンのグループである。これから

始まる l年ぶりの 2泊3日の旅に，みんな若者の

ように期待に頬を紅潮させている。

2台のデラックスパスに分乗して先ず徳川美術

(昭和10年卒)

館で国宝級の美術品を観賞し一段と教養を高めた

後に夕刻下呂温泉水明館に到着。

町の費用で芸者にかつらを支給する温泉だけ

に，その夜の宴会は昼間の教養もどこへやら，学

生時代にかえって大さわぎであった。

翌日は小京都と呼ばれる飛弾の高山へ，春慶会

館，民芸館，合掌造りを集めた民俗村などをみた

り，また古い良き時代の面影を残す町なかを散策

してお土産を買うなど，夕方パスで更に山深い穂

高温泉へ。途中の平湯温泉のあたりからは見ごと

な紅葉が目を楽しませてくれた。

泊った新穂高温泉は文字通りの奥飛弾で夜は星

空をみながら霧たちこめる川のほとりの野天風呂
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←一一一 クラス会だより 一一一一一一一 一

で山の気分を満喫した

3 fI Flの朝は素晴しい天気となり，更に奥の)J

にそびえる穂高， 槍， 控ヶ岳などの連山が， 五l;i

らと雪化粧をして，我々の前に姿をみせてくれ

た，111はやはり芸音などよりは， はるかに美し

し、〉

帰りは再び高山に立ちより，いろり料理でお別

れの昼食，そして犬山にけ1て信長の弟，有楽斉愛

用の茶室 「如庵 lで礼法通りにお茶とお菓子を(({t

かに頂き旅の終りとした

その日 (11月21日〉の夕刻，名古屋駅で来年の

再会を約して解散勺幹事役の高木重雄君， ご苦労

さまでした

参加U'r-， ご夫婦梨1， 1.ムー凶， lif，j本 I高橋(正)， 前

同，大沢，浅野，徳永，小野，望月，藤田，高木

(電)， I~m.良， ，Jr;塚， 111中(if)，市之川，木村，向

笠，北，吉本U 単身者森田，武藤， yiiJ村，松

崎(剛)，阿保，佐々，越智，戸問，伊丹，森， 111 

問の諸7t，みんな水道橋時代にかえって楽しかっ
たね，

なお J児年は東北新幹線を利用する 「みちの

く」路の予定です。 (伊丹記〉

七 星 4
2
 

昭和57年10月 22 日 ~24日紅葉の季節には少し早

かった様ですが，快晴に恵まれ， クラス懇親会が

能登で出来た事を喜んでいますの遠くは北海道，

九州からも元気な姿で参加して，和やかに年一間

の旧交を暖め合うことが出来ました。

(日目和11年卒)

会員の集合場所を，アンケートにより，名古屋

(31名〕金沢 (28名)の 2ケ所として，名古屋組

は午前10時名駅出発，名古屋観光パス(グランド

サロン) 2台に分乗，先ず，木曾川中州のエーザ

イ川島工場にある，内藤記念くすり博物館を見
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学，映画と，薬に闘する豊富な資料にみせられ，

ーー路，一宵インターから名神， 北陸追を経て，当

夜の宿，金沢ニューグランドホテルに。金沢集合

の会員と落ち合い，夜は料亭“つば比"で夕食。

本年度物故会員，中篠正道君と，イ手山正雄君に対

し黙祷を捧げ，芸どころ金沢芸者の酌で懇親会を

開く。

翌23日は，ホテル出発後， 千里浜病ドライブ，

厳門，総持寺，輪島の漆器を見て，和倉温泉加質

屋へ 北陸を代表する加賀屋渚亭のラウンジから

眺めた，波静かなじ)吾湾の風呆は，"1もなお，脳

裏を離れなし、。

翌3円目は，肖び金沢に)天り，安{l金箔工芸館

ー クラス会だより 一一一一ー

と， 1)日銀百万七の名|剖， .:lわに闘を観賞後加賀石亭

で昼食のしゃぶしゃぶをいただき，来年の 卜和問

での再会を約し，金沢組と別れ名古屋駅へ。

参加者名

阪l己&，大橋正三，小林吉三郎，柴原lf三，[1幾誠

三，桜本魁，水上正二 阿部鋭夫，矢 111鳥和íl!~t 加 l

J族木親良11，浅野武男， 長尾達春，穂積敏夫，清水

峯雪，藤城易都，岩崎之，斉藤潔，吉川俊ー: 前

回秀夫， 川越久雄， 朝倉重美， 小待、静夫， 伊藤

保，唐木元一，川村泰造 (以上同伴組¥，J差形新，

小川洋， 池田j1:， 大沢ー康， 大勝幸雄， 1判任|太

一，鏑木正直，沢熊保吉 (以上単身組〉。

(穂町i記〕

燦
A
Q
一品

言、...、

本年の北海道でのクラス会旅行は道東をゆ っく

りと観光したし、ということで，地元帯広の大内幹

事にお世話願し、ました。

9月19日 阿寒岳の麓にi'fftまりかえるオンネト

の?机阿寒湖のマリモ，弟子屈のヨーロッパ民芸

館，湯の摩周湖，川湯湯泉

9月20日 硫黄111，砂湯，美幌11，:;，天都LlI(流

氷展示館)，網走，原生花園， ウトロ

9月21日 ウトロ(遊覧船)，知床|峠，縫|三1， Jι 

( UI~和 16年 3 月卒)

類川の鮭の遡上，根室， ノサップ1111jI， $)11路

9月22円 例市見~'j:，釧路湿原，丹頂仮l， iWllli1l 

空港解散

連日好天に恵まれた今|到の旅のハイライトは，

Jι瀬川の鮭の遡上をまのあたりに見ることがH¥米
たことですが，河口から海岸線一帯の鮭の大若干ー

で，海の色を変えている雄大な大自然、の壮観さ

は，今回の旅で最も強く印象に残るものでしたu

北海道はいつ訪れてみても，内地と違って大陸
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的風景にみちみちていて，私共に良い旅の想い出

を残してくれま した。

第 1日目，川湯温泉で本年度クラス会総会を聞

き

1. 会計報告の承認。

2. 来年度クラス会開催地を信州と決定。

3. 次期クラス会長に安藤正君を指命。

以上で総会を終了しました。

今回の旅では，地元大内ご夫妻に多大なご配慮

を頂きましたし，長い間会長としてお世話下さっ

た松本前会長にも厚くお礼を申し上げます。また

来年度開催予定の地元の宮下，長瀬両幹事さんに

は宜敷しくお願いを申し上げ，本年度のクラス会

報告とします。

出席者(同伴)，宮下莞人，大久保忠則，高宮昌

美，水口栄，渡辺豊，岩崎貞彦，大滝入海，栗田

哲次， 中西伯男， 天野博徳， 矢島敏夫， 猪子寿

一，柴田光雄，浜松繁，松本宜洞，脇田進，江副

哲郎，大久保義勝，鈴木省三，井上良和，大内憲

一，安藤正

(単身)，酒井緋二良15，井田実，田部井三雄，高

嵐長二，佐藤心ー，河内次男，名波佐智夫，野村

益朗， 長瀬宰治，平岡光一 (安藤記〉

堅 ふ一品久

10月14日に鹿児島空港に集合した。今年は珍ら

しく参加者が少なく貸切パス一台で出発した。

秋H青れに恵まれ磯公園(記念写真)，城山公園，

池凹減lの大うなぎ，長崎鼻を見学し指宿温泉へ。

翌日は煙噴く桜島(記念写真〉から霧島神宮で昼

食し，えびの高原の咲きほこるコスモスを見て宮

崎に泊る。青島神社を参拝し狂い咲きの桜の花を

車中から見て，サボテン公園で太平洋を眺めて昼

食し，楽しき 3日間の旅もおわり宮崎空港に着

く，人'阪，羽田，名古屋行きに別れ，お互いの健

康と来年の再会を約して別れを告け'た。世話人の

山崎吉男君にお礼申し上げます。参加者は，

(昭和16年12)=J卒)

同伴:若林忠雄，伊藤嵩，八回申六，金山政

U15，大野泰彦，清水由夫， 前原誠次郎，早川企三

男，山崎吉男，

単身 :小)11至良15，松浦誠一， 小出修，石光範，

滝龍人，高野文夫，木村哲男，田口芳治，高橋勝

哉，

来年の旅行は小川至郎君の世話で， 10月9日~

11日に山陰の玉造温泉と皆生温泉の 2泊 3日で開

催しますので奮ってご参加下さい。

皆様の御健康をお祈り申し上げます。

(高橋記〉
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志
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一品

卒業40周年記念式典・祝宴

昭和57年9月25日。土曜日。於帝国ホテル。

われわれ一志会会員が東京歯科医専を卒業して

から40年が巡って来た。前日の千葉における懇親

コソレフは参加者11名，井上朋弥君の優勝。午後 4

時会場に校歌が流れ，来賓，会員が続いて入場着

席。 岩淵幹事の司会で式典開始。渡辺(兼〉幹事

の開会の辞の後，長谷川式典実行委員長の経過報

告を兼ねた挨拶がある。続いて野口幹事長の挨拶

は激動の世を過して来た我々一志会会員の人生を

振りかえり， 一堂に会し得た喜こびの言葉であっ

た。

ここで，物故会員59名，内戦死，戦病死26名。

厳粛な黙鵡を捧げ，御霊安かれと祈る。

鹿島理事長，高木副学長，伊丹同窓会副会長の

(昭和17年 9月卒)

心温まるご祝辞をいただく 。松宮学長からの祝電

の披露と式は進行する。続いて母校への記念品の

贈呈は関空宇一君，藤原康功制作の絵画の寄贈であ

る。幹事長からの目録を受取られた鹿島理事長は

「千葉校舎にかざり永く記念として残したし、」と

挨拶された。歴代幹事長に記念品贈呈。代表の渡

-・・・回聞V
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辺富土夫君の謝辞は来賓六先生に対する想い出話

となり，満場爆笑。児玉記念誌編集委員長の挨

拶，飯島幹事の閉会の辞で式典は滞りなく終了れ

記念撮影の後，祝宴会場に入る。

祝宴の第一声は司会の井上汎幹事。:;:'1'問実行委

員の開宴のことばに続いて恩師松井先生，近藤先

生の懐かしいご挨拶があり，池田清君の音頭で会

員の健康を祝して乾杯。金用瑠君の挨拶，医学書

房の大場氏の紹介を終っていよいよアトラクショ

ン・タイムとなる。

予定の 2時聞はあっという問に過ぎたコ同期の

十
..... 国 ・

1¥ 
.6. 
ココE

昭和57年度総会は 3泊4日の日程で北海道，道

点地方にて開催されました。7月22日(木)，参加

者 44名は空路，陸路と夫々札幌グランドホテル

に集合，昼食後可愛いパスガイドの案内の下，

Hパスに乗り旭川，上川を経て景勝の層雲峡に至IJ
石，ホテル大雪に宿泊恒例により総会を聞いた

後，夕食を家族の皆様と共にし楽しい一夜を過し

ました。23日朝，層雲峡を観賞，車中より風景を

眺めながら大函小函，石北峠を経て網走に到着，

有名な刑務所前にて夫々お好みの写真を撮る。昼

食後原生花園に赴きハマナスの花を眺め，知床五

湖を散策して旅の楽しさを満喫してウトロに到

着，女fI床グランドホテルにて眠に就く っ24日早朝

山発， 知床峠を経て羅臼， 伊奈仁， 斜里，小清

水，美幌峠，硫黄山，摩周湖，弟子屈，阿寒湖へ

と北海道ならではの拡大なる原野，青々としたオ

54 

桜にあれ、て，蒲生君の提唱で戦死した級友の為に

全員で「海ゆかば」を合唱。小原君の指揮で校歌

斉唱，三村実行委員の音頭で万歳三唱，坂実行委

員の開宴のことばと続き宴は終了した。

ーーーーー 0-一一ー-0-一一一一。一一一一一 0-一一一一

想えは l年釘半の短期間に企画lしたこの式典

が，来賓の六先生を始め会員58名，同伴12名のご

参加を得て礎会の裡に終わることが出来ましたこ

とは，会員諸兄のご協力の賜物と役員，実行委員

一同誠に有~(く，厚く御礼申し上げる次第であり

ますc (野 1-1. :t~. il#1記〕

(附和19年 9)Jλ作)

ホーツクの海，そして山渓を眺望し， '11 rl'ではガ

イトーさんのアイヌの悲話や歌に耳を傾けて技終の

宿泊地阿寒湖荘に到着。夕刻にはサヨナラ夕食会

を盛況の中にも楽しく愉快に過しました。 25日

朝，いよいよ別の日が来た。一同元気にパスに乗

車して足容を通り池B.Jワイン城に到着， -1-勝V型f
を眺めながらワインに舌紋み昼食を摂る。池山よ

り列車に乗り旅の話等しながら千蔵空港に到活

北海道の諸兄と別れを惜しみながら空路夫々我が

家へと帰路に着きました。やや天候には恵まれま

せんでしたが，沢田，水野，和l'保3君始め北海道

の諸兄に大変お世話様になり，お蔭様で楽しい反

行が出来ました事を心から感謝いたしますっ有難

うございました。参加者は次の通りでした。

|司伴組 タj池階ー・，大村イ手九塩谷縦，後藤年

史，飯田精一，水野敏郎，大野祐之，福本忍， 5í~ 
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二，山崎智，以上全員44名。

なお来年より幹事が交代いたします。福本忍，

増田実，小沢登の 3君ですどうぞよろしく 。文来

年の総会開催地は北九州地方と決りました。

(繊lli記〉

川勇， 横山則穂， 津田清字， 木村伯夫， 堀江仲

美，小沼孟， rt~1保正， 勝田清和(子息2人を含

む〉

単身組 高瀬保光，城所進，小川武正，鹿野悦

生，工藤勤，成田始，佐藤際，北川逸三， 西条征

51 期 A92 

A)昭和58年度51期会総会開催の予告

ïì~号で通知した通り来年の総会は新潟県地区ブ

ロック代表長岡の111村君，五十嵐(辰〉君，三条の

八百枝君のお世話で開催されるので計画の全行程

を掲載します。

1) 期日:昭和58年5月下旬の予定

2) 場所:新潟駅前集介

3) 日次 2泊3日の日程

4) 行程・第1日=オークラホテル新潟で、総会後

なベ茶屋で懇親会開催。ホテル泊。第2日=ホ

テル前一新潟港ー両津港一無名異焼窯元一根本寺

ーときの郷一真野御陵一佐渡博物館一尖閲湾巡り

一相川泊。第3日=ホテル前一佐渡金山一両津市

内一両津港(午後解散〉。

大体以上の様な行程で開催されますが，いずれ

具体的な最終決定の通知が学友諸兄宛に届くもの

と思います。さて新潟地区の学友関井君，長谷川

君等には何卒田村君，五十嵐(辰〉君，八百枝君と

共に積極的な協力をお願いしますc 又全国学友諾

(昭和20年9月卒)

兄と五十整会の奥様も多数参加されたい。特に東

北地区と北陸地区並びに北関東地区と中部地区の

学友には出来る限り万障繰合せて出席される様大

いに盛り上げましょうの又来年還暦祝の学友26名

は是非出席される様に/

B)学友芳賀忠夫君が日歯会長表彰を受領

去る10月30日広島で開催された第3回全国歯科

保健大会で歯科保健事業の推進に功績ありと認め

られ表彰を受けられた。芳賀君おめでとう/心か

ら御祝を申上げますの 昨年に続いての受領に絶

大な拍手をおくりたい。孫々の御活躍をの慶祝/

C) 51期会有志のハワイ旅行

数年前より計画中のハワイ行の件が桜井(正〉君

のお世話で有志向伴組を結成して年末に行う予

定。

D)年会費納入の通知

毎年51期会報に振込用紙を同封してますが未納

の学友は 5，000円を会計担当の二日市幹事宛に至

急振り込んで下さし、。(鶴岡記〉

52 A
Q
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52期京都，伊勢志摩の旅

学窓、を出てはや35年，本年は関西幹事の長安，

藤波，佐藤三君等の御骨折を頂き，惜しくも故人

となられた学友23名の追悼法要を主限に，初秋の

京都伊勢路を巡る級会を催した。旧友の霊を慰

め，今また更に旧交を暖め合う意義ある旅路であ

った。

10月9日，京都集合の後，延暦寺に向う。森川

(昭和22年卒)

宏映僧正(比叡山学園長，佐藤君の中学同級生〉

の特別の御配慮により，阿弥陀堂に於て級友23名

(阿部定彦，石川友久，岩谷正則，斉藤良三，丹

沢博，西純夫，松林広，泉福和夫，早乙女勉，佐

々木俊秀，守友保，上原徳長，北島啓三郎，北沢

道雄，田坂克己，刈谷武美，大森蒐，坂東孝，宇

田隆徳，加地一夫，蓮見博，迫二六，松田正男以

上敬称略，順不同)の法要が厳かに取り行われ，参
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加者全員焼香にあす.かる。出席予定であった同級

生の関口恵造君は，公務の為来られず，鄭重なる

電文と金一封を頂いた旨蚊露さる。その後，森川

僧正の御好意;により，平常は立入禁止の書院にて

法話を伺う。此の度の級会の肝要事であった行事

を悲なく終え，冷気身にしむ叡山をあとに帰洛。

第2日目，京都より松坂へ門紅葉には一歩早い

山あいも亦趣多く美しし、。車中，不参加の諸君よ

りの近況報告等聞く 。昼は，かの和田金にて松坂

牛に舌つづみし満足。午後，伊勢外宮，内宮に参

拝する。伊勢より順調に宿泊地賢島に到着。海の

幸の夕食の後，カラオケ会場へ。この夜のチャン

ピオンは小倉君，本邦初演か否かはいざ知らず，

余りの名演技にマスター感激，オールドの寄贈あ

りの

第3日目， ゴルフ組3名 (山，伊藤一，橋本〉の

他全員遊覧船であご湾周航。志摩マリンランドの

見学を終え浜島へ。最終予定地に到着して一同び

っくり。ホテルの玄関に麗々しく掲げられた看板

には， 何と「歓迎，同志52期御一行様」とある。

東歯がなまっても，吾々は同志には違いない訳で

あり，当を得て妙なる歓迎に同志一同爆笑。おさ

めに相しく朱盃のえび酒を廻し飲み，互に健康を

祈り再会を約す。終始細かい配慮を頂いた関西幹

事の諸兄に，またいつも級のまとめ役の山崎幹事

長に心から感謝する次第であるO

参加者=田熊，伊藤，藤波，久保田， 山本，直

田，111崎，三輪，佐藤， 長安， 内田， 片田， 渡

辺，角倉，山夫妻，杉本夫妻，橋本夫妻，守内夫

妻， 二階堂(和)夫妻，田本夫妻，丸山夫妻，小倉

夫妻，五味夫妻，成富夫妻，宮田夫妻，大多和夫

妻，田村夫妻(以上順不同) (大多和，田村記〉

つ み

第35固いづみ会豊橋総会

台風襲来を告げる昭和57年9月11日(土)，総会

は豊橋で聞かれようとしていました。今年は7月

以来殆ど毎週台風に見舞われ，それも週末にとい

う皮肉さ。11日早朝からのコeルフコンペ参加の遠

来のすき者は，前夜からコールフ幹事横田君の世話で

蒲郡三谷祖泉に宿泊し気勢をあげていたが，案の

定金曜日から降 り始めた雨はそのまま降り続き，

翌朝コ。ルフ場に到着する頃は益々その勢も加わり

ました。とはいえ全身ずぶぬれになりながら落伍

者もなく，まして四国の近藤君夫人は立派な成績

A
Q
一品 (昭和23年卒)

でホールアウト，かなりの腕前とお見受けしまし

た。優勝は岸田君，しかも雨中グロス89は立派で

した。さて総会会場は地元伊藤哲君手配のホリデ

ーイ ン豊橋。ここにはお嬢様が勤務され何かとお

世話になりました。北は青森，南は九州から旧友が

続々集まり，総会は山田浩司議長の万場を笑わす

ユニークな運営で和気あいあいのうちに終了。来

年度開催地と過年度会費取扱いの件は幹事一任と

なり直ちに懇親会，例により宴終れば雨にもめげ

ず二次会にくり11¥す面々もある花の50代でした。

さて一夜明ければさあ大変。大型台風本土上陸
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旅，帰宅は翌日の午前1時過ぎでした。まあこれ

も過ぎれば楽しい想い出となることでしょう。当

日の出席者は下記の通りです(敬称略)。

横田，山田，秋山，西僚，有馬，黒河，岸田，

近藤，同夫人，小山，永田，近常，野村，原田，

鈴木(三).宇治，同夫人，佐藤(卓).中村(若干).

河野(良).同夫人，源内，梶川，成田，岡村，伊

藤(哲).市川，三宅，平野，中村(正).矢内，中

久喜，中村(JI慎).河合(幹〉。

なお掲載の写真は，翌朝早く帰られた方は入っ

ておりませんので悪しからず。

また，その後の幹事会で，次期総会を北陸の金

沢で11月26，27日開催と予定していますのでお知

らせします。 (野村記)

の気配をテレビは刻々報道，又々新幹線がやられ

そう，‘情況判断よろしく観光も断念早々と帰途に

ついた諸君も多かったが，肝のすわった10数名は

せっかくチャーターした観光ノミスでコースを変更

し豊川稲荷に到着参拝，名物精進料理を結構な

般若湯と共に舌づっみするまもなく帰路についた

次第です。最後までご来賓の加藤松本歯大学長

はおつき合L、し、ただき恐縮しましたが，先生はき

したる困難もなく家につくことが出来たご様子，

本当に安堵いたしました。だが定刻13時32分豊橋

を出た上り新幹線で帰った在京幹事一同と中久喜

教授，千葉の佐藤君はその後に生涯一度の体験を

した訳で、す。もろに台風の渦中に巻きこまれ，列

車の中での待避を余儀なくされた苦難の12時間の

と し

昭和57年度いとし会総会が地元，井上(純).鈴

木(和〉の両先生の御世話で10月22日(金〉午後5

時より栃木県塩原温泉四季の里ホテル塩原ガーデ

ンに於いて開催されました。奥様を含め39人，杉

之内先生の座長で会務，会計，及び同窓会本部の

報告が行われ，協議事項として来年度クラス会開

催地の件が協議され， 35週年記念としていとし会

総会を北海道で行うことに決定致しました。来年

は本年にも唱して大勢の先生方の御出席をお願い

する次第です，次に昭和63年7年後がし、とし会の

ゐ一品 (昭和24年卒)

卒後40年記念となりますので，これに準えて今年

度より，毎年， クラス会会費より特別積立金とし

て10万円ずつ拠出し積立てることに決定され合計

額をその時の記念品に充当することが承認されま

した。先生方にもクラス会費の納入に御協力下さ

る様お願いする次第です。

尚その他熱問先生の同窓会本部理事10年と今回

地元幹事の井上，鈴木両先生に絶大なる感謝の意

を表わし記念品を贈呈し労をねぎらいました。又

日歯代議員として今年度より北海道の佐々木裕寿
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先生と東京の熱回俊之助先生の 2人が出て屑りま

す，今後の御活躍を望みます。そしてクラスメー

トの岩淵先生の薬剤についてのお話が非常に子干々

の為になるとのお知らせがありましたので各地同

窓会などで依頼しお訴を聞くことをおすすめしま

す。

尚昭和54年6月23日に東京歯科大学54期，いと

し会30周年記念誌が発行されましたことは先牛)J

もま11 って照られることと足t~ 、ますが多少残部が幹

事の所にありますので必要な方は御申し出下さL、

ます燥にして下さし、。

全国の会員の動勢が十l'均分りにくし、のですが何

かありましたら，幹事の方まで， IH来るだけ早く

連絡して下さい。以上総会のお知らせです。総合

終了後，同ホテルにおいて懇親会が行われ久し振

りに出席された福島県の藤間煮の乾盃で楽しし」ー

タを過しました

想23FI ( Iうは地元の観光パスにてホテルを 9時

11¥発I EJ li%もみじライン，鬼怒川温泉当りの深紅

のもみじを見て，深山の渓谷を観賞， 日光東照宮

を参拝粍食後TIilI下fを終て東京駅にて次同の再会
を約して令員無事散会致しました。

今問の地元幹事のお:人に何から何まで大変お

|仕話になりましたことを心から感謝致します。

(森 記〕

五 十 鈴

恒例のクラス会も33回を迎え，鹿波、守友阿君

のお世話でデラックスパスによる 2t白3日の金
沢，能登め ぐりを来しみましたの 9月23日，余沢駅

前都ホテルに集合し料亭かわ新にて再会とお万一

いの健康であることを喜び令って，秋の夜長を金

沢の芸者きんを肴に盃を釣み交わしました 摂24

日は兼六聞，千里浜ドライブウェイ， 能殺す〉剛厳

門をへて輪島市へ。ここで朝市ならぬタTIiで海産

物と輪島塗の小品のショッピングをして旅館米久

にて黒鯛の生き作りに舌づっみを打ち，呑むほど

に酔うほどに余興に版を抱えて笑い，或は感心し

出席ーした者でないと味わうことのできないムード

は満点でした。 25日は鹿波宥のお|片話で輪島塗の

A-一A
(昭和25年卒)

高級品， すべて 3割引で買える防でショッピング

を楽しみ再び/ミスにて時国家を見学，能登縦貫道

路を通り羽昨市をへて金沢駅前にて再会を約して

解散， 3日間の旅も悲なく楽しい忠L、H:とな りま

した。車中にて来年度の開催予定地は伊勢，志摩

にほぼ決まりました。多数の参加を期作します。

今回のクラス会に色々御配慮準備万端お10:話下さ

った鹿渡君御夫妻，守友君に心から御礼巾 し上げ

ます。出席者総員26名，飯田夫妻，鹿波夫妻，佐

藤(泰〉夫妻， 平川夫妻， 三宅夫妻， 小野田， 菊

地，杉山村 上(雅)，岡崎， 園田，斉藤(季)，大

木，大1Ji.問中， 久保問， 気賀， 山本(卓)， 守t

k..，女川，内田，

58 



一一一一一一 一 クラス会だより 一一一一一

肖上銀行凶谷支)占， 864503. なお57年度分のクラス会貨米納の諸氏は58icj二分

とー諸に納入下さい。一年5，000円です。 (佐藤(泰〉記)

千 秋
A
Q
E
 

澄み渡った秋晴れの昭和57年10月23日(土)，午

後4時より，本年度総会が熱海市伊豆111美晴館で

行われました。定刻の 1時間前から続々とつめか

け，新潟の永井君から梨の差し入れ等があって，

和気あいあいの中に会員42名， その内家族同伴者

15組と最近では珍しい多人数の出席でした。総会

は新潟の竹花君が議長となり報告事項も議案も短

時間で無事終了，役員改選は三浦幹事長が再任と

なり，また二年間よろしくと挨拶しました。総会

終了後級友村上嘉章(円〉君の 2時間にわたる講演

を拝聴しました。何時もながら温和な村上先生の

お話は，出席された全員の心の奥に染み込んでい

ったと思います。感謝の気持ち，奉仕の精神を辞

詩と諭され，私達のこれからの人生，診療の上に

(昭和z7年率)

大きな示唆を与えて下さ った事と思います。その

後席を移して宴会に入り，五味君の司会で村上君

をまじえ内己紹介やら，家族の紹介やら楽しい秋

の一夜をもつことができました l判if;t)L州の岩1:11

社北は北海道の丸山君の顔も見え， 30年前にか!

った感がありましたう宴会後は各自の部屋にそれ

ぞれ集り，夜の更ける迄語り明かしていました。

翌日朝食後，来年の再会を約して散会しました。

今回15組の家族同伴の出席は，村上先生の講演と

いうこともありましたが，これからの千秋会総会

の在り方に一つの方向付けを与えてくれたものと

思考しています。

この度の開催案内については会場等の関係から

連絡がおくれ申し訳ありませんでした。大塩秀雄
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君の積極的なご高配により美晴館を確保すること

ができました。この頁をかりて幹事一同深く感謝

いたします。

その後の連絡によりますと，昭和58年度(来年〉

総会開催地は北海道在住の級友が引き受けてくれ

ました。どうか今から北海道の開会を楽しみにし

て下さい。なお開催日は昭和58年10月8日(土)，

9日(臼)， lOC祝〕臼の三日聞を予定して細部の打
合せに入りました。詳細は後報で。

〔今回の出席者〕佐々木秀二，宮尾直文夫妻，佐

藤公夫妻，伊藤浩夫妻，佐藤実，松前久子，矢島

辛子， 梶ケ谷守兄夫妻， 渡辺一雄夫妻， 大塩秀

雄，竹花和朗夫妻，南保順子，杉田二三男，石川欣

弥，青柳文男犬妻，高橋泰雄，柳川昭夫妻，佐藤

正-夫妻， I L山隆芳，永井淳夫夫妻，生田博康，

岩田卓延 Iド島善和，庭田悟士夫妻，大越好一，

大根英次，北村和夫夫妻，驚頭直明夫妻，真砂圭

佑，岡本孝夫妻，後藤清，山本宏，和田但麿，丸

山良平，吉田忠男，大角陽一，古賀雄二，牧野久

子，村上嘉章，五味芳保夫妻娘，三浦美儀，梅田

昭夫， (順不同，敬称略〉

(渡辺 ・梅田記)

....1ー・

1¥ 
AQE 

宣

く〉中島一臣君の急逝を悼む

級友中島一臣君が本年 9月29日，全く突然に逝

去された報に接し我が耳を疑った。本年5月彼の

故郷鹿児島を彼とご夫人とのお世話でBクラス会

の旅をしたがこれが今世の最後になろうと誰が想

像したであろうのご令息には昨年目出たく母校に

入学されてこれからというのに残念なことであろ

うの

級友として慰めの言葉も無い。ただただご冥福

をお祈りするだけである。

。昭和57年度総会報告

台風21号が銚子沖を通過する天気予報に心配さ

れたが大きな影響を受けることもなく 00余名の参

加を得て広大な新千葉キャンパスで開催すること

(昭和33年早)

ができた

三々五々厚生槻食堂に集合，昼食をとりながら

談笑，浅井君の案内で学内を見学，元副主任，中

久喜教授の“救急蘇生"に関する記念講演， 71続

き現地幹事坂登君の座長で総会に入った内

総会協議に先立ち rド鳥一臣君の冥福を祈って

黙躍を捧げたη

浅井君から大学近況報告，服部おから評議員会

報告，宵)京より会計.1.任務報告がありそれぞれ承

認されたc

次年度総会開催地について北海道，東北等候補

があったが幹事一任となったn

これより千葉グランドホテルに会場を移し，市

川時代の恩師，嶺脇四良15，山本又雄両先生，中久
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喜教授の三先生をお迎えし，記念撮影の後，坂登

君の司会で賑やかな懇親会となった。

二次会に40名もの参加で深夜まで酒に歌に時の

過ぎるを忘れるほどであったc

平井満喜男先生には都合でお見えいただけなか

ったことは残念であった。次の機会にお元気なお

姿に接することのできるよう祈念しております。

出席者， (順不同〉大和田夫妻， 松沢夫妻， 奥

富，浅井， 井上(昇)， 谷本(健)， 斉藤(安)，道

クラス会だより

脇，吉田(滋)，柳町，他国，服部，大橋，坂登，

大住，大石，谷本(岡山，菅原，岡崎，佐々木(正〉

田沢，今泉，渡辺(渥)， 守谷， 木村， 市川， 高

岡，河本，山根，岩松， 長島， 菅波， 本回， 稲

浜，斉藤(ー)，丸田，瀬田，渡辺(郁)，原，轟，

渡辺(琢)，内田， 相庭， 河村， 星野(衛)， 小川

(_.)，佐竹，大沼， 堀江， 中村， 塩崎， 宮原，

(宮原記〉

j¥ 紫 AQE 

今年度のクラス会総会並びに懇親会は， 9月25

日午後7時から大阪の名門料亭「吉兆Jにおいて

開催された。今回は西日本に台風の影響が出て，

全国的に空の使が乱れ前日取消しゃ，当日欠席の

連絡があったり，集合場所の大阪ロイヤルホテル

には結局35名の出席となり，岸夫妻 ・徳永君には

大変御迷惑をかけてしまいました。

総会では幹事の報告と会長からの提案などがあ

り，来年はFDI東京大会と歯科医学総会の開催

(昭和35年卒)

に合わせて，東京で総会を行うことに決定いたし

ました。懇親会は久し振りの淵野君の乾杯ではじ

まり，珍味と名妓の酌と舞を堪能し，岸 ・徳永両

君の案内で、北の繁華街へ希望を 3組に分けて 2次

会へと繰り出した。

翌朝，千里の万博あとに出来た国立民俗博物館

で世界一周を楽しみ昼食後，再会を約して現地解

散した。 (桜井記)
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i除後卓球部の夏則合宿は，練世i会場及び宿舎の
|民j係で‘|古|定地がありませんでしたが， 11ft和:-36年よ

り長野県木崎湖畔“子"小学校の体育館lを練内場

として{llりられるょっになり，宿泊は “追の家"

に;心持し，本年20周年を迎え，現役部員の激励を

冷め，合宿経験者を中心に，交通事故から立1白一っ

た松本功君を始め長野県在住の先生も加わり， 0 

B， 0 G35名，家族25名が57年8月19日，木崎湖

畔に参集した 6時から，道の家にて記念式典が

行われ，山本義茂水橋クラブ会長の挨拶があり，

当主の笠木さんへ， 20周年記念盃と感謝状が贈ら

れ，今後も，東京歯科大学卓球部への協力をする

宵，当主から技拶があり，懇談会に移り，久し振

りの再会で一夜を過した。

翌日20日は3班に分れ，家族は松本市の中出先

生引率で大町から黒四ダムヘハイキング，希望者

は穂高カントリーでコ'ルフ，残りは学生時代を忘

れられず，現役の卓球合宿に参加し，汗を流した。

(伊藤浩記 S57. 10) 

卓球部合宿20周年記念出席者名

(卒年JI阪・敬称略〉

五

世

義本

鷹

田

"1 
中 ヨド

-角，、

ブ

れより 4年を経た今日，今や若き有31なる我々の

後継占は新たなる活断!を示さんとしつつある。こ

こに於て我h 山岳部先輩は杖浜クラフなる集団を

輿し，山岳部の事業を援け，あるいは親睦をはか

り，また技術の向上を企画して山岳部と共に我々

一フク痕

『かつて我荷は青春の意義と 山岳への強い憧僚

とに誘われて，壁き統制と確|占|たる基礎の lーにた

って-ij(:々 1'1身の登山に於て占める学校山岳部の立

義を認め，学生登山界への第ー歩を踏み11¥さんと

して東京歯科医学専門学校山岳部を設立した そ

杖
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自身の発展をJ!ilするものであるバここにホークラブ

の設立をヂ了言する』。 きびしく， 楽しく，，，;:生ノ1'_Iiij

を送り，晴れて卒業した山男達は昭和7年東京歯

科大学山岳部OB団体としての杖痕クラブなる会
を設立して声高らかに宵言した。当時のクラブ員

は僅か 12名であったが fiO年後の今日，その数は

120名を越えたη

昭和57年10Ji9 FI. ホテルグランドハレスに於

て厳かに杖自lクラフ設立50周年記念式典がとり行

63 

すいどうばし

なわれた、γ111紀という長い間，遭難事故のたい

"Hmらしい伝統のある杖浪クラブは，山応部と共
に戦前に於ては北アルプス鹿島鑓ヶ岳カクネ Is_に

攻撃の主限をおき，以来各山岳にその杖痕を残し

ながら歌山の基慌を一歩一歩築いてきたが，昭和1

35年北アルプス穂高迎本に於て三つの未森繁ルー

トの初号事撃をわないTDCノレート 1. rr. 111の{i'ff
立という偉業をなし遊げたn 更に昭和4:~年海外遠

征により南米ベルーアンデスの米主主昨ネパドアキ



すいどうばし

ルポ (5，565米〉の初登頂の栄冠に輝やいたので

ある。そして現在も60歯齢を越える若者達まで，

ぞろぞろとスキーに，山に精を出しているばかり

でなく，歯科界に於ても，大学に同窓会に，地区

歯科界に，人材を配して活躍している。

記念式典は佐藤剛也幹事，本多哲郎幹事の司会

のもとに竹内民勝会長の挨拶，松宮学長の祝辞，

クラブ員でもある河港同窓会長の祝辞， 日本山岳

会渡辺兵力副会長の祝辞等についで三輪久夫幹事

長よりクラブの歴史が淡々と語られた。更に歴代

の会長，幹事長，山岳部長ならびにクラブに貢献

された方にそれぞれ感謝状と記念品が贈られた。

はて，杖痕クラブの山男達の集りにこんなに改

まった固苦しい面があったのか・ と思いきや，

室を換えての懇親会では，加藤孝道幹事，茂木元

介幹事等の司会進行によ って，恒例のクラブらし

い雰囲気の熱気溢れる会となったのである。クラ

ブ設立当時の老いた若者は涙をたたえてマイクに

向っていた。 rr私は家を出るとき誓ったの今日一

日は涙を流すまし、。酒を飲みすぎまいと。そして

今，この素晴らしい会に皆さんと喜びを共にして

. 
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いますのそして今，誓いが破られて涙しています

』と。

杖痕クラブは楽しい集団である。志賀高原にヒ

ュッテを持ち，スキーにハイキングに他では見ら

れない雰囲気のヒュッテンレーベンを楽しんでい

る。普通では口もとけない程偉い老先生や大家

と，卒業したての若い青年歯科医とが口角泡をと

ばして激論し，談笑してはばからない光景は，山

を通じて結ばれた固い紳があってこその尊とい情

景ではあるまいか。こうして老いたクラブ負は若

者の精気にふれて若さをとり戻し，若い学究の徒

は経験豊かな老兵から山の，歯科医学の，人生の

知識を吸収してそれぞれに向上して行く。そして

尽きることのない人世の頂上を目指してみんなで

登って行こうとしているのである。

懇親会は現山岳部長野間弘康教授の音頭で山岳

部々歌を唄い，校歌を斉唱して一応のくぎりをつ

けられたが，あちらこちらで，かつてのザイルで

結ばれた行動の想い出が語られいつ果てるとも知

れないで続く。

く正木光児記〕



.投稿規定

(1) 原稿締切

原稿の締切りは奇数月の10日までとし，原則

として翌月発行の会報に掲載いたします。

(2) 投稿様式

投稿は原稿用紙に横書きとし，便婆などの使

用はご遠慮下さし、。

なお，会報専用の原稿用紙(22x 10字行〕があ

りますので，ご一報下きれば送付いたしますO

(3) 投稿字数

① 随想，詩，短歌，時評などは 1編 1.500字

以内。

.へんしゅうこうき

クラス会だより 一一一一一

② 支部のうごきは， 800~1 ， 000字。

③ クラス会便りは， 700~800字。

④ よろず告知板は， 200字以内。

⑥ 写真は一葉200字に換算して下さL、。

⑥ 折角ご投稿いただし、ても，規定字数を超え

た場合は，掲載いたしかねますのであらかじ

めご諒承下さし、。

(4) 写真等の返却

写真等は，原則として返却いたしませんが，

特に貴重な写真などの場合は，その旨書き添え

て下さればご返送いたします。

食会員の皆様，この一年大変御苦労様でした。あともう少しです/ 頑張っていただきたいと存じま

す。

会 '82年も色々なことがありました。 千葉校舎の講堂で卒業式と入学式が挙行されたことは我校の歴史

に新しいー頁を飾りました。優れた教育スタッフと完備された施設，ここで勉学出来る学生は全く恵ま

れています。

会大変遅れておりました80周年記念募金協力者の銘飯が来春2月頃出来ます。汚れやすい銅飯でなくス

テンレス飯になりました。厚生棟前の広場に飾られるとのことです。

会世界的不況の中で日本が生き残れるか? 中曽根内閣が発足して 1カ月，スタートから人勧凍結とい
う増税なき財政再建，行政改革。全部私達には直接影響があります。私大助成金の大幅削減，医療費削

減，追いうちをかける様に医業の税務調査の徹底，更に老人保健法の施行などは，医療国営の前段とも

思われます。私達は目醒め団結し対応しなければなりません。

交関口けいぞう，井上裕，浅井美幸の三国会議員は歯科業界の為に連日国会で大変な御努力をされてお

られます。社会保障制度のなかの医療は政治抜きでは全く改善も発展もありません。これからも先生方

には更に期待するところ大ですが，同窓会の会員の先生一人一人におかれましでも，明年行われます全

国統一地方選挙，参議院議員選挙におきまして是非，一般医療のみならず高齢化社会に対応する医療に

正しい理解を示す議員を適切に選んでいただきたいと思います。 (山本啓介〉

広報担当理事:梅田昭夫，溝上隆男，松川健二，伊藤哲，仲谷純三，平佐武郎，馬嶋博，野上順平

広報部会報編集委員会 委員長棲井善忠，副委員長薬師寺仁，

委 員 中久喜喬，中村泰之，山本啓介，古川正，松井恭平，林量一

昭和57年12月15日印刷 編集 ・発行人

昭和57年10月20日発行

東京歯科大学同窓会会報第 210号

印刷所
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梅 田昭夫

東京歯科大学同窓会

干101 東京都千代田区三崎町2-9-18
電話 (03)262-3421 (内線 226)
(03) 264-4 8 5 9 (直通〉

世印刷株式会社
東京都新宿区下落合2-6-22
電話 (03)952-5 6 5 1 (代〉
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に冶民

金属焼付ポーセレン用金合金

KIKHARDD 
-硬度が210Hvと硬く 長いブリッジ・うすいクラウン

等にも最適です。

.流動性が優れており容易に鋳造できます。

.焼成回数を重ねてもメタルの変形はほとんどありません。

主成分 金73%・銀2.8%・白金13%・パラジウム9.7%

諸性質 ・溶融温度1240-1290.C ・比重17.8 ・鋳造収縮1.34

硬度Hv 引張強さkg/mm 伸び%

鋳造時

グレーズ時

硬化時

180 

210 

225 

“
一
目
的
一
特

E
J
-
r
3
-
8
U『

KIKポーセレンの他VITA・CERAMCO等のポーセレンに使用できます。

右穏金属興業株式会批



本格的な根管充填用シーラ一軒シ9リス~KEZが誕生しました/
新製昂デンタリス<ll>KEZは、根管充頒専用として開発された遅硬性のセメントで、恨管壁及びポイントに対するヌレガ優れ、

練和後恨管内で5-7分で硬化し、エックス線道影性を有しております.また、PHを戸ルカ1)牲に調書置し、炎症巣への耳目j

君臨を避けたエンドドンティックセメントです.

〔適応症)m髄恨管或いは感染根管治療後の根管充規材として応用します.
または被管充頒周シーラーとして、ガツタパーチャポイントとの併用線管充嫌材として応用します.

(特 長〉・デンタリス KEZI志、水酸化カルシウムを含有するエンドドンティックセメントで像作性ガ良野です.

・緩和跨lこ適当主主粘りガあり、恨管盤への獲量・性及び釘鎖性ガすぐれています.
-硬化時間lこ一定の余裕ガありヌレと流垂直性ガよいのでガツタパーチャポイントとの併用銀管充績に特に有効です.

・エックス線の造影性がありますので、臨床的!こ根管の閉塞状況を倹討するのに育効です.

・恨餓歯周組織に対して為害作用を示すことガ怠く、自然治癒力を妨げずlこ治癒にたいして好影・を及lまします.
・デンタリスKEZI志、ビタベックス@との積層根管充煩lこは、親和性ガあります.

⑮ミ弘警察;耕茶会謀



スイッチひとつなヘッドレストが動きますC
タルチェアーの命といわれるヘッドレストが、スイッチひとつ

できる m電動H になりました。

はラクな盗勢で11を大きく聞けられるようになり、 さらに

ターは1'1然な姿勢てLより広L、11院内悦野がれ}られるように
たアクシス 、、/¥ワーヘッドレスト;電動111i11J.!dMとICi.HI:j

lEdII した、 90{r- f~ム;向の新しいテ、ンタルチェアーで、吹日

/420fMl・ストローク/380fMl・チル卜/リクライニング連動チル卜
リセット/2ポジションメモリ一方式・オプシヨン/フートスイツ

昇降寝起) ・練準価絡 980.000円

回 | 9:bヨY処置ヨト |
本社・大阪市南区島之内2-13-22ft(06} 211-2831・大代表
支社・東京都港区赤坂7ート19ft (03) 403-0311・大代表



診療効率を高める究極の機能一一一一ニュースタンダード

診療の効率化が叫ばれているいまこそ、水平位診療の原点を板めた

スペースラインが真価を発揮します。ニュースタンダードは、最新の

電子技術で内部のメカニズムをグレードアッフ:さらに、バキュームフィ

ノレターがハウジングの外側についてメインテナンスが楽になりました。
( 外回および仕峨年とは改良のため予告写〈変更すること2うありますので二了承下~，

21 t!:!紀のデンタルライフをひらく 槽sT-811司E哩'9東京都台東区上里子 2丁目 11番 13号 干 110 fiC03l834-6161 
措~-S IÎ 司=IIß弓，墨ι'1'官r;:j.玉fT 本社工噂 京都市伏見E東A南町680制 干612宮 (075)611 2141 久御山工吻 京都府久世郡久調山町大字市田小字新出埴190〒613宮 (0174)43 7594 
植民吾H苦言切弓，孫言語干曇r:{~戸fT 恒県与野市上耳合355〒338宮 (0488)52-1)15 



ホブラッ久の日交合接触検査材 GC 

H交合掠触状態の検査j去に、精度と附f1!'I"tを両立させたNewアイデア

議

利用法

.口腔内における補綴物の岐合接触状態のチェック

・補綴物の各製作ステップにおける唆合接触状態のチェック

・歯周疾患における早期接触の部位発見と、暫問固定後

のチェック

・歯列矯正治療の経過観察

(バイトチェッカーは資料として長期保存できます)

※この{也、アイテ。アをj市かしてごやJIIJ<t.ごさし、。

一一バイトチェッカーは流動性の高L、ブラックシリコーン

てす二使用法は簡単。練和し下顎愉列時合商に

時り、 H交合させるだけです。こうして保得した

暗合関係を校型 t、またはシャーカステン上

で観察すれば、持触部分Li.I'-1 <透け、 f立置ば

かりかその程度までも判定ができます。

H交イトit:触検査の I~Wふ; (1\) ニース♂にミクロン単枕の

精度て応えるバイトチェッカー。補綴物型作、1病問疾

患、矯正治療等に広〈ご利111ください。

時{H~触検 711材

バイトチ工~力ー
〈ブラックシリコーシウ
包装・l函=ラパーベース80g1本/キャ?リスト20g1本

リタ-7'-3gl本/練和紙付

-接触部分は白〈透過して見えまも

ホホワイト込の適合検査材も、よろしく。
ホワイトシリコーン適合検背中イ。

義f何本粘膜而やクラウン|付1(11の適合状態を

d:_jj'Oiにチェックて》ます二

フィ~トチ工~力ー

G-CDIC安二J9;IIイココIJt~_:."ョコtョコター

包装・1函=ラパーベ-A80gl本

キャタリスト20g1本

リタ-7'-3gl本

練和紙付
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E3~IL!í6~1 
受験資格 高校卒業以上又は同等の者

定 員 50名(男女)

修業年限 2カ年(昼間)

願・受付 昭和57年12}jlU(.村より昭和58年 1H 27 U刷まで

入試期日 昭和58年 1H 29 H (1:)・30日(11)

試験科目 英語(A)・数乍(1 • II A)・国Mf(別代国活)・

実技 .j宜11長

口歯科技工専修科

特 徴 本専修科は，歯科技工士の資絡を千iする者にさ らに

高度の専門教育を行い，特に!臨床科目 に重点をi泣き

7 ンツーマン教育を徹ほさせ る。

受験資格 歯科技工士の資格を有ーする持(外国の資格 も合む)

修業年限 2カ年(性問)

定員 25r. 

，・a乃匂

男叫

m千息罵里ェ塑
四回目 “ 'B・E・-

顧問*.1;(州科大下下長 松山誠 ー先生 i

言Z 東京歯科技工専門学校
干141東京都品川区西五反田5-1-10(東急白蒲線不動前徒歩2分) TEL03149214221刊舟入学案内干共1.000円 (切手可)

司~:"J[.L.，4"2D
⑧ 白旗盛岡主業績式会結

志 社: 干141 軍~fi晶JI !fi!:濁五反田トト' 0 宮田{岨2)回目{代}
貰 栓:〒553大級市福島区海噌江トト67古田付58)7071(代}
上野世儀所 苧101貰京都や代倒区鼻持関←10-6


